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12月議会
12月１日から23日に
開催された定例会および
11月４日に開催された
臨時会の結果を
お知らせします。

約3年ぶりに意見交換会を開催し、住民の
皆さんから多くのご意見をいただきました

滋賀県日野町議会 令和４年12月定例会号（令和５年２月15日発行）

議会だより 第21号

日野町議会



　日野町農業委員会と日野町議会は、これまでも懇談を重ねており、意見交換や情報共有をおこなっています。
＜主な話題をピックアップ＞
▪中山間地域の農地の扱いをどうするか
　耕作放棄地
　耕作地
などの確認にドローンやAIを活用中
▪�地域運営組織（農村RMO）など、今後考え
られる施策について、理解と話し合いをすす
めるには？

　農地の維持については、農業者や行政だけの
問題ではないため、町全体や集落単位でも丁寧
な話し合いなどをして、方向性を導き出してい
く必要があるという共通認識を持ちました。

　約３年ぶりとなるオープン参加の意見交換会を開催しました。40人以上の方がご参加くださ
り、予定していた２時間では足りないほど、ご意見をたくさんいただきました。その一部をご
紹介します。

テーマ１：空き家対策について

空き家を改修して社宅に！
　日野町では「まちなか」にも空き家は多
く、町民全体の関心事であるので、様々な
アイデアをいただきました。
＜リノベーションして活用＞
▪町営住宅
▪社宅
▪オフィス（リモートワーク）
など、町内外の事業所と連携した空き家対
策案をいくつもいただきました。
＜放置空き家対策＞
　長く放置された空き家、火事の後の空き
家など、景観も悪く、とても危険なので、
対策を講じるようご意見をいただきました。

テーマ２：日野町の暮らしや未来を良くするために

町民と企業と議会と行政が協力を！
　町の未来への案として、多くのご意見を
いただきました。日野町関係者が一体とな
って課題解決へ向かうよう、いただいたご
意見は以下の通りです。
▪工業団地を含むアクセスインフラの整備
▪子どものための政策を
▪芝生の公園やグラウンドはできないか
▪マスクの子どもへの影響
▪移住者へのフォロー体制を
▪不登校など子どもの居場所のサポートを
▪山間農地の今後が心配
▪もっと意見交換の機会がほしい

多くの問題提起をいただきました。議会活動へ反映させていきます。

〈11/22 議会と住民の皆さんとの意見交換会〉

テーマ：農地や農村集落の維持に向けて

各集落で今後のための座談会を！

〈11/17 議会と日野町農業委員会の懇談会〉

アンケートより

意見交換会をもっと開催して！

　多くの方がチラシを見てご参加くださったことは、普段か
ら関心を持ち、自ら参加意思決定されたことが素晴らしいと
思います。また、過半数が「よかった」とお答えくださり、
継続して開催していくことはもとより、実行と改善を繰り返
しながらより良いものにしていく重要性を感じました。
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　日野町農業委員会と日野町議会は、これまでも懇談を重ねており、意見交換や情報共有をおこなっています。
＜主な話題をピックアップ＞
▪中山間地域の農地の扱いをどうするか
　耕作放棄地
　耕作地
などの確認にドローンやAIを活用中
▪�地域運営組織（農村RMO）など、今後考え
られる施策について、理解と話し合いをすす
めるには？

　農地の維持については、農業者や行政だけの
問題ではないため、町全体や集落単位でも丁寧
な話し合いなどをして、方向性を導き出してい
く必要があるという共通認識を持ちました。

　約３年ぶりとなるオープン参加の意見交換会を開催しました。40人以上の方がご参加くださ
り、予定していた２時間では足りないほど、ご意見をたくさんいただきました。その一部をご
紹介します。

テーマ１：空き家対策について

空き家を改修して社宅に！
　日野町では「まちなか」にも空き家は多
く、町民全体の関心事であるので、様々な
アイデアをいただきました。
＜リノベーションして活用＞
▪町営住宅
▪社宅
▪オフィス（リモートワーク）
など、町内外の事業所と連携した空き家対
策案をいくつもいただきました。
＜放置空き家対策＞
　長く放置された空き家、火事の後の空き
家など、景観も悪く、とても危険なので、
対策を講じるようご意見をいただきました。

テーマ２：日野町の暮らしや未来を良くするために

町民と企業と議会と行政が協力を！
　町の未来への案として、多くのご意見を
いただきました。日野町関係者が一体とな
って課題解決へ向かうよう、いただいたご
意見は以下の通りです。
▪工業団地を含むアクセスインフラの整備
▪子どものための政策を
▪芝生の公園やグラウンドはできないか
▪マスクの子どもへの影響
▪移住者へのフォロー体制を
▪不登校など子どもの居場所のサポートを
▪山間農地の今後が心配
▪もっと意見交換の機会がほしい

多くの問題提起をいただきました。議会活動へ反映させていきます。

〈11/22 議会と住民の皆さんとの意見交換会〉

テーマ：農地や農村集落の維持に向けて

各集落で今後のための座談会を！

〈11/17 議会と日野町農業委員会の懇談会〉

アンケートより

意見交換会をもっと開催して！

　多くの方がチラシを見てご参加くださったことは、普段か
ら関心を持ち、自ら参加意思決定されたことが素晴らしいと
思います。また、過半数が「よかった」とお答えくださり、
継続して開催していくことはもとより、実行と改善を繰り返
しながらより良いものにしていく重要性を感じました。
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予算特別委員会
付託案件の概要
●議第80号　令和４年度日野町一般会計補正予算（第７号）
　12月議会に提案された補正予算は、人件費の調整のために、款（大分類）の全ての科目で補正額が
計上されています。そのため、質疑は、前半・後半の時間に分けて行いました。
　個別の補正額では、電気代の高騰による役場庁舎や小学校の光熱水費の増額と、遺産相続されたご
遺族からいただいた多額の寄付を小学校と図書館の備品購入にあてるための予算計上が主なものです。
《1,000万円以上の主な歳出》

質疑と討論・採決
　平成28年度に行った役場防災センターと必佐小学校の太陽光発電設備工事について、会計検査院か
らの指摘によって追加工事をすることになった経緯等に対し、多くの質問がでました。また、民生委
員児童委員の交代時期であり、民生委員のなり手不足の問題が複数の委員から提起されました。討論
はなかったので、質疑に続いて採決を行ったところ、全員が原案どおり可決することに賛成しました。

決算特別委員会
　令和３年度一般会計および６特別会計ならびに２企業会計の決算審査が９月議会の閉会中審査として10
月6、11、12日の３日間にわたって行いました。議長および監査委員の西澤正治議員をのぞく11名（委員
長･加 和幸議員、副委員長･髙橋源三郎議員）で審査しました。
　各事項別の質疑のみならず、決算から見える施策の課題や今後に向けた改善策なども慎重に審査しまし
た。また、最終日の午後には、グリム冒険の森と町道西大路鎌掛線の工事現場を視察、予算執行の成果を
確認しました。

令和３年度日野町一般会計の概要
　　　　　　　　　�歳入総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳出総額

科目 経費の内容 予算額
情報システム整備基金積立金 情報システム整備基金の新規積立 3,379万６千円
小学校管理運営事業 光熱水費の増額、寄附金による備品購入　他 3,632万４千円
図書館管理事業 寄附金による備品購入 　　2,000万円

総務常任委員会
付託議案
●議第68号　日野町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定について
●議第69号　日野町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について
●議第70号　�地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の

制定について
●議第71号　�日野町の議会議員および長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一

部を改正する条例の制定について
●議第72号　�日野町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律

に基づく個人番号の利用および特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

●議第73号　�日野町情報公開・個人情報保護審査会条例の一部を改正する条例の制定について
●議第74号　�日野町職員定数条例の一部を改正する条例の制定について
●議第75号　�特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
●議第76号　�日野町職員の給与に関する条例および日野町会計年度任用職員の給与および費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について

付託議案の採決
議第68～74号・議第76号�➡�全委員一致にて可決すべきと決しました。
議第75号�➡�賛成多数で可決すべきと決しました。

請願審査
請願第８号　�国に対し「所得税法第56条廃止と、必要な箇所の改善を求める意見書」提出を求める請

願書（請願者：滋賀県商工団体連合会婦人部協議会ほか　紹介議員：加 、齋藤）

請願の採決
請願第８号�➡�賛成と継続審査が同数のため、委員長採決により継続審査すべきと決しました。

110億9,115万6,343円
町税収入　37億2,203万9,577円（構成比　33.6％）
予算現額を約9,700万円下回り、収入率　99.1％
対前年度比　約7億5,500万円減少
収入率　1.5ポイント上昇
町税比率　4.2ポイント上昇

103億3,596万5,287円
予算現額に対する不用額　約３億6,400万円
繰越明許費　約４億8,800万円
執行率　92.4％　対前年度比　0.7ポイント減少

７億5,519万1,056円

歳入歳出差引決算額

審査内容から見たポイント
●歳入
○町税収入約37億円のうち、法人町民税が約５億7,000万円で、対前年度比約２億円（69.7％）の増収。
　コロナ禍からの回復基調の兆しが見られるが、予断を許さない状況である。
○�寄付金は約3,900万円（対前年度比71.7％増）。うち、大口寄付者を含むまちづくり応援寄付金（いわゆ
る「ふるさと納税」）は約3,000万円。
○コロナ対策などで跳ね上がっていた補助金は、ほぼ通常ペースに戻った傾向である。

●歳出
○コロナ禍により、民生費･衛生費の伸び率が大きい。
　�民生費では、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金、子育て未来基金への積立金などで対前年度
比20.9％増。コロナワクチン接種など衛生費も21.8％増となった。

●質疑と討論･採決
○�実質単年度収支が４億6,000万円、不用額３億6,000万円。
コロナ禍とはいえ、慎重過ぎ。町単独でも事業を実施す
べきでなかったか。将来負担比率減はどう見るか。
　→�実質収支額と不用額はコロナワクチン関連の返還金が
大きい。不執行はコロナ禍によるものが多い。将来負
担比率減は、新規のハコモノ建設をしていないこと、
中部清掃組合にかかる地方債の償還の終了などによる。

○�なお、コロナ対策の不十分さ、業者委託の問題、政策参
与の配置などの点から、一般会計決算の認定について、
および延滞加算金の個人弁償問題などから農業集落排水
事業決算の認定について、それぞれ反対討論がありまし
たが、賛成多数で認定。その他の7会計決算は全会一致で
認定しました。

●特別会計の概要
区分 歳入 歳出

国民健康保険 21 億 3,148 万 1,728 円 20 億 9,727 万 7,129 円

農業集落排水 １億 7,959 万 2,999 円 １億 6,907 万 7,211 円

後期高齢者医療 ２億 8,354 万 537 円 ２億 7,919 万 4,722 円

簡易水道 1,109 万 8,201 円 1,101 万 5,954 円

介護保険 22 億 5,970 万 724 円 21 億 3,623 万 8,828 円

西山財産区 237 万 6,206 円 190 万 2,971 円

●企業会計の概要
区分 歳入 歳出

水道事業 ６億 8,997 万 919 円 ５億 5,600 万 3,951 円

下水道事業 ７億 1,375 万 4,391 円 ６億 1,607 万 9,588 円
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予算特別委員会
付託案件の概要
●議第80号　令和４年度日野町一般会計補正予算（第７号）
　12月議会に提案された補正予算は、人件費の調整のために、款（大分類）の全ての科目で補正額が
計上されています。そのため、質疑は、前半・後半の時間に分けて行いました。
　個別の補正額では、電気代の高騰による役場庁舎や小学校の光熱水費の増額と、遺産相続されたご
遺族からいただいた多額の寄付を小学校と図書館の備品購入にあてるための予算計上が主なものです。
《1,000万円以上の主な歳出》

質疑と討論・採決
　平成28年度に行った役場防災センターと必佐小学校の太陽光発電設備工事について、会計検査院か
らの指摘によって追加工事をすることになった経緯等に対し、多くの質問がでました。また、民生委
員児童委員の交代時期であり、民生委員のなり手不足の問題が複数の委員から提起されました。討論
はなかったので、質疑に続いて採決を行ったところ、全員が原案どおり可決することに賛成しました。

決算特別委員会
　令和３年度一般会計および６特別会計ならびに２企業会計の決算審査が９月議会の閉会中審査として10
月6、11、12日の３日間にわたって行いました。議長および監査委員の西澤正治議員をのぞく11名（委員
長･加 和幸議員、副委員長･髙橋源三郎議員）で審査しました。
　各事項別の質疑のみならず、決算から見える施策の課題や今後に向けた改善策なども慎重に審査しまし
た。また、最終日の午後には、グリム冒険の森と町道西大路鎌掛線の工事現場を視察、予算執行の成果を
確認しました。

令和３年度日野町一般会計の概要
　　　　　　　　　�歳入総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳出総額

科目 経費の内容 予算額
情報システム整備基金積立金 情報システム整備基金の新規積立 3,379万６千円
小学校管理運営事業 光熱水費の増額、寄附金による備品購入　他 3,632万４千円
図書館管理事業 寄附金による備品購入 　　2,000万円

総務常任委員会
付託議案
●議第68号　日野町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定について
●議第69号　日野町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について
●議第70号　�地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の

制定について
●議第71号　�日野町の議会議員および長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一

部を改正する条例の制定について
●議第72号　�日野町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律

に基づく個人番号の利用および特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

●議第73号　�日野町情報公開・個人情報保護審査会条例の一部を改正する条例の制定について
●議第74号　�日野町職員定数条例の一部を改正する条例の制定について
●議第75号　�特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
●議第76号　�日野町職員の給与に関する条例および日野町会計年度任用職員の給与および費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について

付託議案の採決
議第68～74号・議第76号�➡�全委員一致にて可決すべきと決しました。
議第75号�➡�賛成多数で可決すべきと決しました。

請願審査
請願第８号　�国に対し「所得税法第56条廃止と、必要な箇所の改善を求める意見書」提出を求める請

願書（請願者：滋賀県商工団体連合会婦人部協議会ほか　紹介議員：加 、齋藤）

請願の採決
請願第８号�➡�賛成と継続審査が同数のため、委員長採決により継続審査すべきと決しました。

110億9,115万6,343円
町税収入　37億2,203万9,577円（構成比　33.6％）
予算現額を約9,700万円下回り、収入率　99.1％
対前年度比　約7億5,500万円減少
収入率　1.5ポイント上昇
町税比率　4.2ポイント上昇

103億3,596万5,287円
予算現額に対する不用額　約３億6,400万円
繰越明許費　約４億8,800万円
執行率　92.4％　対前年度比　0.7ポイント減少

７億5,519万1,056円

歳入歳出差引決算額

審査内容から見たポイント
●歳入
○町税収入約37億円のうち、法人町民税が約５億7,000万円で、対前年度比約２億円（69.7％）の増収。
　コロナ禍からの回復基調の兆しが見られるが、予断を許さない状況である。
○�寄付金は約3,900万円（対前年度比71.7％増）。うち、大口寄付者を含むまちづくり応援寄付金（いわゆ
る「ふるさと納税」）は約3,000万円。
○コロナ対策などで跳ね上がっていた補助金は、ほぼ通常ペースに戻った傾向である。

●歳出
○コロナ禍により、民生費･衛生費の伸び率が大きい。
　�民生費では、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金、子育て未来基金への積立金などで対前年度
比20.9％増。コロナワクチン接種など衛生費も21.8％増となった。

●質疑と討論･採決
○�実質単年度収支が４億6,000万円、不用額３億6,000万円。
コロナ禍とはいえ、慎重過ぎ。町単独でも事業を実施す
べきでなかったか。将来負担比率減はどう見るか。
　→�実質収支額と不用額はコロナワクチン関連の返還金が
大きい。不執行はコロナ禍によるものが多い。将来負
担比率減は、新規のハコモノ建設をしていないこと、
中部清掃組合にかかる地方債の償還の終了などによる。

○�なお、コロナ対策の不十分さ、業者委託の問題、政策参
与の配置などの点から、一般会計決算の認定について、
および延滞加算金の個人弁償問題などから農業集落排水
事業決算の認定について、それぞれ反対討論がありまし
たが、賛成多数で認定。その他の7会計決算は全会一致で
認定しました。

●特別会計の概要
区分 歳入 歳出

国民健康保険 21 億 3,148 万 1,728 円 20 億 9,727 万 7,129 円

農業集落排水 １億 7,959 万 2,999 円 １億 6,907 万 7,211 円

後期高齢者医療 ２億 8,354 万 537 円 ２億 7,919 万 4,722 円

簡易水道 1,109 万 8,201 円 1,101 万 5,954 円

介護保険 22 億 5,970 万 724 円 21 億 3,623 万 8,828 円

西山財産区 237 万 6,206 円 190 万 2,971 円

●企業会計の概要
区分 歳入 歳出

水道事業 ６億 8,997 万 919 円 ５億 5,600 万 3,951 円

下水道事業 ７億 1,375 万 4,391 円 ６億 1,607 万 9,588 円
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調査・研究
「わたむき自動車プロジェクト」実証実験の結果　　〔通勤バスの実証実験〕

　昨年の２月に、（株）ダイフク、（株）オーケーエムの協力を得て、桜川駅と日野駅の２ルートを設定、
利用者が少なかった結果を踏まえ、９月に運行ルートを変更し、再度、実証実験を行いました。その結果、
いずれのルートも低調で、再度見直しが必要となりました。
運行日　９月１日～９月30日　（土日祝を除く20日間）　㈱ダイフクのチャーターバスを含まず
・近江八幡駅ルート　朝３便、夕７便、利用回数　716回　　17.9人/片道１日当たり
・八日市駅ルート　朝３便、夕５便、利用回数　348回　　8.7人/片道１日当たり
・日野駅ルート　朝４便、夕５便、利用回数　298回　　7.5人/片道１日当たり

オンデマンド交通実証実験の運行（案）　　〔乗り合いタクシーの実証実験〕
　今年３月に、南比都佐線（猫田・十禅寺含む）、必佐中山線で実証実験を行う予定です。

地方創生特別委員会

議会改革特別委員会
～議員間討議から方向性を導き出す
「話し合い、提案する、積極的な議会」～

「議会デジタル活用実証実験実施中」～３/31まで
＜次年度以降、デジタル活用はどうする？＞
＊取り組み①次年度以降の環境整備
　課　題：実験前の状態は全部紙のアナログ議会
　結　論：�次年度以降もデータベースを活用できるよう

環境整備をすることで合意
　具体策：�グループウェアとポケットWi-Fiを低料金で

契約

＊取り組み②連絡手段の効率化
　課　題：議会事務局からの連絡手段がバラバラ
　結　論：事務効率化のため連絡手段統一に合意
　具体策：全議員メールで連絡を受け取りFAX廃止

付託議案
●議第78号　日野町下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
Q　�農業集落排水事業が公共下水の企業会計になるが事業も公共下水につながれるように思われないか？
A　�県の構想では、日野町は令和27年度を目途に公共下水に繋げていく計画はあるが、決定ではない。
住民への周知方法を検討したい。

●�議第79号　日野町公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例の制定について
Q　日野北第４負担区のどれぐらいが公共下水に繋がれるのか。事前に処理水の水質の基準確認は？
A　�全体の40％を今回負担金としていただく。県の流域下水道に汚水を流す基準があり、事前にダイフ
クから専門水質機関の数値結果をもらい確認の上、県に提出している。

●議第81号　令和４年度日野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
Ｑ　集落排水事業の不祥事の進捗状況について教えてほしい。
Ａ　�現在第三者検証会議の方で議論をいただき、ほぼまとまるところまで来ている。年度内には提言を
いただき、町役場の方でどう受け止めるのか、一定の方向性を議会にも説明できる機会を作りたい。

●議第83号　令和４年度日野町下水道事業会計補正予算（第１号）

付託議案の採決
反対討論はなく一括採決�➡�全委員一致にて可決すべきと決しました。

調査・研究
　〇町の雨水排水計画の現状と課題について、質問、意見、要望等、自由討議を行いました。

産業建設常任委員会

今回注目の議員間討議
＜討議内容＞
議会選出の監査委員制度ってどうな
の？
背景：法律改正で分離できるようにな
った
賛成意見：議会に活かすことができる
反対意見：専門性をもたせるべきでは
慎重意見：背景や経緯を調査しては
→�熟議を積み重ねて結論を導き出すこ
とで合意
今後の方向性：法律の背景や、他市町
村条例制定の理由など調査研究を継続

経 路 固定ルートなし　（予約に応じて運行）
乗降場所 ご自宅から　おおむね150ｍ以内になるように設定
曜 日 平日の運行が基本　（利用者の要望が多ければ、土日の運行も検討）
運行時間 朝８時～夕方17時まで
車 両 ５人用車両　１台、３人用車両　１台
利用形態 複数人で乗り合う
運 賃 実証実験期間中は無料
予 約 電話予約とスマートフォンなどによるインターネット予約

目 的 地 日野町内：医療機関、商店、公共施設、駅、学校など
日野町外：利用頻度の高い医療機関など 付託議案

●議第77号　日野町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　　　　　　（簡易水道事業を水道事業に統合）
Q　�あと残る課題である甲賀水道との問題について。入札業者数について。上下水道課の緊急時の職員体制。
A　�甲賀市とは年に数回協議を行い、現在今後の配水管の敷設替えの町の対応等協議中。
　　来年度から５者での入札見込み。公道での交通誘導の講習の要否について検討中。

●�議第82号　令和４年度日野町介護保険特別会計補正予算（第２号）について
　　　　　　（人件費の減額･介護給付費準備金積立金を増額）
Q　�今回も基金積立金が約4,500万円、今年度で約２億７千万円となる見込みだが、次期計画への影響は。
A　５年度に作成する第９期計画においての活用を念頭において進めたい。

付託議案の採決
反対討論はなく一括採決�➡�全委員一致にて可決すべきと決しました。

調査・研究
国民健康保険の動向および財政状況について（配付資料に基づき住民課長より説明）。
被保険者数等減少傾向、医療ニーズの増加により療養諸費用が増加等により、県の来年度の納付金・保険税率
の仮算定が示され、日野町においても来年度の保険税の引き上げ改定が不可避との町の思いが述べられました。
その後、自由討議に入り、国防費のための増税より、国民の生活保障が一番ではないか、住民に理解さ
れる料金設定にすべき等、活発に意見が出されました。コロナ禍、物価上昇で生活が苦しい中、保険税
の引き上げを回避するため、国･県への訴え等の努力を求め、調査研究を終了しました。

その他
９月議会に続き、住民の声として、猫の飼い方の迷惑行為の解消、対応を求める意見が出されました。

厚生常任委員会
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調査・研究
「わたむき自動車プロジェクト」実証実験の結果　　〔通勤バスの実証実験〕

　昨年の２月に、（株）ダイフク、（株）オーケーエムの協力を得て、桜川駅と日野駅の２ルートを設定、
利用者が少なかった結果を踏まえ、９月に運行ルートを変更し、再度、実証実験を行いました。その結果、
いずれのルートも低調で、再度見直しが必要となりました。
運行日　９月１日～９月30日　（土日祝を除く20日間）　㈱ダイフクのチャーターバスを含まず
・近江八幡駅ルート　朝３便、夕７便、利用回数　716回　　17.9人/片道１日当たり
・八日市駅ルート　朝３便、夕５便、利用回数　348回　　8.7人/片道１日当たり
・日野駅ルート　朝４便、夕５便、利用回数　298回　　7.5人/片道１日当たり

オンデマンド交通実証実験の運行（案）　　〔乗り合いタクシーの実証実験〕
　今年３月に、南比都佐線（猫田・十禅寺含む）、必佐中山線で実証実験を行う予定です。

地方創生特別委員会

議会改革特別委員会
～議員間討議から方向性を導き出す
「話し合い、提案する、積極的な議会」～

「議会デジタル活用実証実験実施中」～３/31まで
＜次年度以降、デジタル活用はどうする？＞
＊取り組み①次年度以降の環境整備
　課　題：実験前の状態は全部紙のアナログ議会
　結　論：�次年度以降もデータベースを活用できるよう

環境整備をすることで合意
　具体策：�グループウェアとポケットWi-Fiを低料金で

契約

＊取り組み②連絡手段の効率化
　課　題：議会事務局からの連絡手段がバラバラ
　結　論：事務効率化のため連絡手段統一に合意
　具体策：全議員メールで連絡を受け取りFAX廃止

付託議案
●議第78号　日野町下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
Q　�農業集落排水事業が公共下水の企業会計になるが事業も公共下水につながれるように思われないか？
A　�県の構想では、日野町は令和27年度を目途に公共下水に繋げていく計画はあるが、決定ではない。
住民への周知方法を検討したい。

●�議第79号　日野町公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例の制定について
Q　日野北第４負担区のどれぐらいが公共下水に繋がれるのか。事前に処理水の水質の基準確認は？
A　�全体の40％を今回負担金としていただく。県の流域下水道に汚水を流す基準があり、事前にダイフ
クから専門水質機関の数値結果をもらい確認の上、県に提出している。

●議第81号　令和４年度日野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
Ｑ　集落排水事業の不祥事の進捗状況について教えてほしい。
Ａ　�現在第三者検証会議の方で議論をいただき、ほぼまとまるところまで来ている。年度内には提言を
いただき、町役場の方でどう受け止めるのか、一定の方向性を議会にも説明できる機会を作りたい。

●議第83号　令和４年度日野町下水道事業会計補正予算（第１号）

付託議案の採決
反対討論はなく一括採決�➡�全委員一致にて可決すべきと決しました。

調査・研究
　〇町の雨水排水計画の現状と課題について、質問、意見、要望等、自由討議を行いました。

産業建設常任委員会

今回注目の議員間討議
＜討議内容＞
議会選出の監査委員制度ってどうな
の？
背景：法律改正で分離できるようにな
った
賛成意見：議会に活かすことができる
反対意見：専門性をもたせるべきでは
慎重意見：背景や経緯を調査しては
→�熟議を積み重ねて結論を導き出すこ
とで合意
今後の方向性：法律の背景や、他市町
村条例制定の理由など調査研究を継続

経 路 固定ルートなし　（予約に応じて運行）
乗降場所 ご自宅から　おおむね150ｍ以内になるように設定
曜 日 平日の運行が基本　（利用者の要望が多ければ、土日の運行も検討）
運行時間 朝８時～夕方17時まで
車 両 ５人用車両　１台、３人用車両　１台
利用形態 複数人で乗り合う
運 賃 実証実験期間中は無料
予 約 電話予約とスマートフォンなどによるインターネット予約

目 的 地 日野町内：医療機関、商店、公共施設、駅、学校など
日野町外：利用頻度の高い医療機関など 付託議案

●議第77号　日野町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　　　　　　（簡易水道事業を水道事業に統合）
Q　�あと残る課題である甲賀水道との問題について。入札業者数について。上下水道課の緊急時の職員体制。
A　�甲賀市とは年に数回協議を行い、現在今後の配水管の敷設替えの町の対応等協議中。
　　来年度から５者での入札見込み。公道での交通誘導の講習の要否について検討中。

●�議第82号　令和４年度日野町介護保険特別会計補正予算（第２号）について
　　　　　　（人件費の減額･介護給付費準備金積立金を増額）
Q　�今回も基金積立金が約4,500万円、今年度で約２億７千万円となる見込みだが、次期計画への影響は。
A　５年度に作成する第９期計画においての活用を念頭において進めたい。

付託議案の採決
反対討論はなく一括採決�➡�全委員一致にて可決すべきと決しました。

調査・研究
国民健康保険の動向および財政状況について（配付資料に基づき住民課長より説明）。
被保険者数等減少傾向、医療ニーズの増加により療養諸費用が増加等により、県の来年度の納付金・保険税率
の仮算定が示され、日野町においても来年度の保険税の引き上げ改定が不可避との町の思いが述べられました。
その後、自由討議に入り、国防費のための増税より、国民の生活保障が一番ではないか、住民に理解さ
れる料金設定にすべき等、活発に意見が出されました。コロナ禍、物価上昇で生活が苦しい中、保険税
の引き上げを回避するため、国･県への訴え等の努力を求め、調査研究を終了しました。

その他
９月議会に続き、住民の声として、猫の飼い方の迷惑行為の解消、対応を求める意見が出されました。

厚生常任委員会

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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令和４年12月
町議会定例会における
一般質問内容および質問順序

議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、
スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。

本会議の模様をインターネットで配信しています。	
（ライブ中継・録画中継）

上のQRコードを読み取ると
一般質問の録画が視聴できます。

発言順序・氏名 質　　問　　内　　容 ページ

1 山田　人志 １	 役場の職場リーダー育成に向けて
２	 日野町らしい産業振興ビジョンの策定を！ P. ９

2 髙橋　源三郎 １	 中学生通学路の歩道の除雪作業に力を！
２	 路肩の除草作業は年２回必要では P.10

3 西澤　正治 １	 技術改革で農業の発展を P.11

４ 奥平　英雄 １	 日野小学校通学路の給食室前交差点の安全対策を P.11

5 後藤　勇樹
１	 持続可能な農業に向けて
２	 マスク着用の常態化等、感染症対策と子どもの発達について
３	 多文化共生社会への理解は進んでいるか

P.12

6 山本　秀喜

１	 堀江町政　令和５年度は結果を出していく大事な年
２	 中山間地域の農業施策と獣害対策について
３	 地域おこし協力隊の活動状況は？
４	 令和５年度の保育所、学童保育所の入所予定状況は

P.13

7 谷　　成隆 １	 物価・所得・生活と学校給食費について
２	 道路行政について P.14

8 齋藤　光弘 １	 AIを活用したオンデマンド交通実証実験はどうなるか
２	 日野町公式ホームページのバージョンアップを要望 P.15

9 中西　佳子 １	 子育て支援について
２	 健康づくり、フレイル予防について P.16

10 池元　法子
１	 学校給食の無償化を願う
２	 	わたむき自動車プロジェクト	
　町全体の公平性、堅実な検討を望む

P.17

11 加 　和幸
１	 	わたむき自動車プロジェクト	
　ダイフク路線黒字化は可能か

２	 ふるさと納税初年度の総括を伺う
P.18

12 野矢　貴之
１	 マスク着用よりも咳エチケットを！
２	 子どもの居場所への取り組みは？
３	 地域運営を実現させる方法

P.19
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一 質般 問

�

機
運
の
高
ま
り
を
見
な
が
ら

産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
向
け
た
対
応
を
考
え
た
い

メンター（相談相手）制度を検討してみたい

役場の職場リーダー育成に向けて

山田 人志 議員

　
知
識
と
経
験
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
身
に
つ

け
る
た
め
の
教
育
訓
練
が
実

施
さ
れ
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

　

中
堅
職
員
は
リ
ー

ダ
ー
の
役
割
や
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
手
法
を
理
解
す

る
た
め
に
、ま
た
、上
司
は
部

下
を
指
導
・
育
成
す
る
能
力

を
養
う
た
め
に
外
部
研
修
を

受
講
し
、習
得
し
た
知
識
を

職
場
で
実
践
し
て
経
験
を
積

ん
で
い
る
。

　
中
堅
職
員
に
対
す

る
メ
ン
タ
ー（
相
談

相
手
）制
度
は
設
け
て
い
る

の
か
。　

以
前
に
、新
規
採

用
職
員
を
対
象
に
し

た
メ
ン
タ
ー
制
度
を
３
年
間

実
施
し
た
。

　

行
政
の
政
策
効
果
は
、

人
の
仕
事
し
だ
い
で
左
右

さ
れ
る
の
で
、と
く
に
、役

場
の
中
堅
職
員（
次
の
職

場
リ
ー
ダ
ー
）を
育
成
す

る
体
制
や
制
度
に
つ
い
て

聞
き
ま
し
た
。

　
第
一
次
産
業
か
ら
二
次
、

三
次
産
業
を
通
し
て
、地

元
の
小
規
模
事
業
に
は
共

通
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
点
を
明
確
に
し
な

が
ら
、日
野
町
ら
し
い
特
徴

の
あ
る
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
に
向
け
て
話
が

つ
な
が
る
よ
う
、一
問
一

答
で
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
一
次
産
業
の
な
か

で
、Ｇ
Ｉ
認
証
を
取

得
し
た
近
江
日
野
産
日
野
菜

を
例
に
と
る
と
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
が
大
変
難
し
い
と
思
う

が
ど
う
か
。

　

漬
物
と
い
う
限
ら

れ
た
市
場
の
な
か

で
、消
費
者
に
い
か
に
日
野

菜
を
選
ん
で
も
ら
え
る
か
、

さ
ら
に
、日
野
産
を
差
別
化

で
き
る
か
は
大
変
難
し
い
と

考
え
る
。

　
流
通
の
最
下
流
で

市
場
が
小
さ
い
の
は

二
次
産
業
の
地
元
工
務
店
も

同
じ
で
あ
る
が
、木
造
建
築

の
ニ
ー
ズ
拡
大
に
係
る
支
援

策
を
検
討
し
た
こ
と
は
あ
る

か
。

　

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー

と
の
営
業
力
の
差
が

あ
る
の
で
、木
造
建
築
の
利

点
を
知
っ
て
も
ら
う
の
は
意

義
が
あ
る
。

　

空
き
家
・
古
民
家
の
利
活

用
を
通
じ
て
伝
統
的
木
造
建

築
の
良
さ
を
啓
発
で
き
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

　
三
次
産
業
で
も
最

下
流
の
ニ
ー
ズ
の
拡

大
は
課
題
で
あ
る
が
、地
元

商
店
が
何
を
強
み
と
し
て
ど

の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
れ

ば
良
い
か
。

　

馴
染
み
の
人
が
い

つ
も
店
に
い
る
と
い

う
安
心
感
が
地
元
商
店
の
強

み
で
あ
る
と
思
う
。そ
の
強

み
で
町
の
中
小
・
小
規
模
企

業
振
興
基
本
条
例
で
掲
げ
る

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
発
展
」に
寄
与
し
て
ほ
し

い
。

　
最
下
流
で
の
ニ
ー

ズ
の
拡
大
は
地
元
事

業
者
に
共
通
の
課
題
で
あ
る

が
、誰
も
そ
の
部
分
を
見
て

い
な
い
。

　
そ
こ
で
、川
上
か
ら
川
下

ま
で
つ
な
が
る
政
策
方
針
を

示
す
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
は
で
き
な
い
か
。

　

総
合
計
画
の
取
り

組
み
の
流
れ
の
な
か

で
、関
係
団
体
と
も
議
論
を

深
め
、機
運
の
高
ま
り
の
状

況
を
見
な
が
ら
対
応
を
考
え

た
い
。　

町
内
進
出
の
製
造

業
に
は
ニ
ー
ズ
拡
大

の
理
論
は
通
用
し
な
い
が
、

町
内
総
生
産
の
７
割
を
占
め

る
製
造
業
に
対
す
る
振
興
策

も
町
政
と
し
て
重
要
で
は
な

い
か
。　

幹
線
道
路
の
整
備

や
通
勤
で
の
公
共
交

通
の
利
便
性
な
ど
、製
造
事

業
所
の
周
辺
環
境
を
整
え
る

こ
と
で
振
興
策
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

日
野
町
ら
し
い
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
！

　

中
堅
職
員
に
対
す
る
制
度

を
実
施
し
た
こ
と
は
な
い
。

　
非
公
式
の
メ
ン
タ

ー
役
が
で
き
る
よ

り
、制
度
と
し
て
設
け
る
ほ

う
が
良
い
。定
年
延
長
と
の

関
連
で
ベ
テ
ラ
ン
人
材
を
活

用
で
き
な
い
か
。

　

中
堅
職
員
に
と
っ

て
相
談
相
手
が
い
る

こ
と
は
良
い
こ
と
な
の
で
、

定
年
延
長
の
な
か
で
メ
ン
タ

ー
制
度
が
実
施
で
き
な
い
か

を
検
討
し
て
み
た
い
。
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一 質般 問

歩道の総延長が100kmを超えるため対応は困難

中学生通学路の歩道の除雪作業に力を！

　
道
路
路
肩
の
雑
草

除
去
は
以
前
は
雑
草

が
一
番
よ
く
伸
び
る
春
と
夏

の
２
回
実
施
さ
れ
て
い
ま
し

た
。し
か
し
近
年
で
は
夏
の

間
に
１
回
だ
け
実
施
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
例
え
ば
西
桜
谷
公
民
館
の

場
合
、周
辺
と
そ
の
向
か
い

の
県
道
路
肩
の
除
草
作
業
は

毎
年
６
月
と
８
月
の
２
回
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
個

人
の
農
地
が
直
接
道
路
に
面

し
て
い
る
場
合
は
、耕
作
者

が
路
肩
の
草
刈
り
を
年
に
３

回
も
４
回
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
手
間
は
相
当
な
も
の
で
、

本
来
行
政
が
行
う
べ
き
雑
草

除
去
を
耕
作
者
が
行
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　
ま
た
最
近
で
は
防
草
シ
ー

ト
が
容
易
に
手
に
入
る
た

め
、路
肩
に
防
草
シ
ー
ト
を

貼
っ
て
い
る
耕
作
者
も
い
ま

す
。こ
の
問
題
は
以
前
一
般

質
問
で
も
取
り
上
げ
ま
し
た

が
、そ
の
半
年
後
、町
道
西
明

　
日
野
中
学
生
の
自

転
車
通
学
は
歩
道
を

通
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
通
学
路
も
大
字
ご
と
に

学
校
で
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
自
転
車
通
学
の
中
学

生
は
決
め
ら
れ
た
通
学
路
を

通
っ
て
登
下
校
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、11
月
に
は「
議
会
と

住
民
と
の
意
見
交
換
会
」が

日
野
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。そ
の
中
で
東
桜
谷
地

区
の
住
民
か
ら
冬
期
の
中
学

生
の
自
転
車
通
学
に
お
け
る

歩
道
の
除
雪
に
つ
い
て
意
見

が
あ
り
、雪
が
降
っ
た
日
に

は
歩
道
の
除
雪
を
登
校
時
ま

で
に
行
っ
て
ほ
し
い
旨
の
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
に

つ
い
て
は
私
も
同
感
で
、西

桜
谷
地
区
の
中
学
生
に
お
い

て
も
国
道
３
０
７
号
の
積
雪

の
歩
道
を
自
転
車
に
乗
り
な

が
ら
一
生
懸
命
ペ
ダ
ル
を
こ

い
で
い
る
姿
を
、昔
も
今
も

見
て
い
ま
す
。ま
た
勾
配
の

あ
る
歩
道
は
、上
り
の
雪
道

も
大
変
で
す
が
下
り
も
タ
イ

ヤ
が
滑
っ
て
危
険
で
す
。

　
そ
こ
で
、住
民
要
望
に
も

あ
り
ま
す
よ
う
に
、私
は
積

雪
が
10
㎝
を
超
え
た
時
は
歩

道
も
除
雪
を
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、歩
道

の
幅
員
全
体
の
除
雪
で
は
な

く
、自
転
車
の
ハ
ン
ド
ル
ほ

ど
の
幅（
60
～
70
㎝
）の
除
雪

で
も
自
転
車
は
十
分
に
通
れ

ま
す
の
で
、歩
道
用
の
小
型

除
雪
機
ま
た
は
簡
易
な
除
雪

機
で
結
構
で
す
の
で
、町
が

機
械
を
購
入
し
て
直
営
で
行

う
か
、ま
た
は
業
者
発
注
等

に
よ
り
対
応
し
て
頂
き
た
く

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
12
月
１
日
よ
り
雪

寒
対
策
実
施
計
画
を

策
定
し
、除
雪
の
対
応
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。車
道
の
除

雪
は
国
道
と
県
道
は
滋
賀
県

が
、町
道
は
町
が
建
設
工
業

会
と
契
約
し
て
対
応
し
て
い

ま
す
。し
か
し
、車
道
の
除
雪

だ
け
で
精
一
杯
で
歩
道
の
除

雪
ま
で
は
手
が
回
ら
な
い
の

が
実
状
。歩
道
の
総
延
長
は

１
０
０
㎞
を
超
え
て
お
り
、

町
直
営
で
も
対
応
が
難
し
い

の
が
実
情
で
す
。

髙橋 源三郎 議員

路
肩
の
除
草
作
業
は
年
２
回
必
要
で
は

交
通
量
が
多
い
た
め
年
２
回
の
除
草
は
困
難

寺
安
部
居
線
の
大
字
佐
久
良

地
先
で
は
道
路
の
舗
装
が
完

了
し
、両
側
の
路
肩
に
は
緑

色
の
防
草
シ
ー
ト
が
貼
ら
れ

て
い
ま
す
。道
路
の
建
設
時

に
は
お
金
が
か
か
っ
て
も
後

の
手
間
や
経
費
を
考
え
れ
ば
、

効
率
が
良
い
の
で
は
な
い
か

と
私
は
考
え
ま
す
。従
っ
て

町
が
管
理
す
る
道
路
の
路
肩

に
つ
い
て
は
、除
草
作
業
は

年
２
回
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
次
に
、日
野
中
学
生
の
通

学
道
路
に
指
定
さ
れ
て
い

る
役
場
正
面
玄
関
前
の
県

道
中
里
山
上
日
野
線（
県
道

５
０
８
号
線
）の
桜
谷
方
面

へ
行
く
道
路
は
両
側
と
も
歩

道
が
完
備
さ
れ
転
落
防
護
柵

も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
防
護
柵
が
葛
の
葉
で
覆
わ

れ
、柵
が
ほ
と
ん
ど
見
え
な

い
状
態
で
す
。さ
ら
に
葛
の

葉
が
歩
道
に
も
伸
び
て
き
て

通
学
に
支
障
を
き
た
し
て
い

ま
す（
写
真
参
照
）。ま
た
、景

検討等されるよう東近江土木事務所に要望したい

日野小学校通学路の給食室前交差点の安全対策を

①
9
月
定
例
会
で
一

　
般
質
問
し
た
町
道

日
野
松
尾
線
に
つ
い
て
、

10
月
に
保
護
者
の
方
と
通

学
路
の
危
険
な
場
所
を
調

査
さ
れ
た
結
果
を
お
聞
き

し
ま
す
。

②�

日
野
小
学
校
給
食
室
前
の

県
道
41
号
線
の
Ｔ
字
路
は
、

道
路
幅
が
狭
く
道
路
が

「
く
の
字
」に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、車
の
事
故
で

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
破
損
し

て
い
ま
す
。横
断
歩
道
が

あ
り
、通
学
路
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
危
険
な
場
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　�

　
町
民
の
方
か
ら
も
道
路

が「
く
の
字
」に
な
っ
て
い

る
こ
と
で
車
同
士
す
れ
違

う
際
に
接
触
し
そ
う
で
怖

い
と
の
こ
と
で
、安
全
対

策
を
要
望
し
ま
し
た
。

①
10
月
５
日
の
通
学

　
路
点
検
で
は
、東

近
江
警
察
署
の
見
解
と
し

て
、現
在
、横
断
さ
れ
て
い

る
交
差
点
を
信
号
の
あ
る

交
差
点
に
通
学
路
を
変
更

す
る
こ
と
が
、最
も
安
全

な
対
策
で
あ
る
と
提
案
さ

れ
、今
後
、学
校
と
保
護
者

で
相
談
い
た
だ
く
予
定
で

す
。

②�
ま
ず
は
お
互
い
に
安
全
運

転
に
心
が
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
ま
す
が
、今

年
の
夏
以
降
に
続
け
て
２

回
事
故
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
の
で
、町
と
し
て
は
、

道
路
管
理
者
で
あ
る
東
近

江
土
木
事
務
所
に
お
い
て

検
討
等
さ
れ
る
よ
う
要
望

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

奥平 英雄 議員

破損したガードレールは
取外しされている

日野小学校給食室前の県道41号線

農業用ドローン

　葛の葉で覆われた防護柵

ドローンの導入については、支援策を研究する

技術改革で農業の発展を

　
稲
作
農
家
も
高
齢

化
が
進
み
離
農
さ
れ

る
農
家
戸
数
が
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
に
お
い
て
農

業
施
策
も
法
人
化
や
認
定
農

業
者
、新
規
就
農
者
に
国
の

農
業
施
策
が
重
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
鎌
掛
地
区
で
法
人
化
さ

れ
た
２
つ
の
農
業
団
体
、認

定
農
業
者
も
複
数
お
ら
れ
、

10
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
の

３
日
間
、ド
ロ
ー
ン
無
人
航

空
機
操
縦
技
能
試
験
が
あ
り
、

若
手
農
業
者
６
名
が
受
験
さ

れ
、無
事
に
民
間
の
認
定
試

験
に
合
格
さ
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
今
年（
令
和
４

年
産
）の
県
内
の
稲
作
作
況

指
数
は
１
０
０
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、日
野
町
の
よ
う
な

中
山
間
地
域
で
は
無
理
な
指

数
で
す
。

　
カ
メ
虫
の
被
害
、穂
首
い

も
ち
病
等
、稲
の
病
害
虫
防

除
に
ド
ロ
ー
ン
が
最
適
な
防

除
機
具
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
若
手
農
業
者
や
こ
れ
か
ら

農
業
を
始
め
よ
う
と
思
っ
て

い
る
人
々
が
夢
と
希
望
を
持

っ
て
励
ん
で
欲
し
い
こ
と
で

す
。

　
ド
ロ
ー
ン
購
入
に
対
し
て

補
助
、支
援
策
を
し
て
も
ら

え
な
い
も
の
か
伺
い
ま
す
。

　
ド
ロ
ー
ン
を
利
用

し
た
農
業
も
ド
ロ
ー

ン
技
術
の
進
展
に
よ
り
全
国

で
急
速
に
広
が
り
を
見
せ
て

お
り
、農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の

導
入
が
全
国
で
進
み
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
ド
ロ
ー
ン
導
入
に
対
し
て

の
補
助
金
と
し
て
、国
で
は

ス
マ
ー
ト
農
業
の
全
国
展
開

に
向
け
た
導
入
支
援
事
業
や

担
い
手
確
保
・
経
営
強
化
支

援
事
業
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
町
に
お
き
ま
し
て
も
、農

作
業
の
効
率
化
は
農
業
の
持

続
化
に
お
い
て
重
要
な
課
題

で
あ
る
こ
と
か
ら
支
援
策
に

つ
い
て
研
究
し
た
い
。

西澤 正治 議員

観
的
に
も
良
く
な
い
と
私
は

思
い
ま
す
。よ
っ
て
、除
草
作

業
は
年
２
回
行
っ
て
頂
き
た

く
次
年
度
の
予
算
措
置
を
要

望
し
ま
す
。

　
な
お
こ
の
県
道
に
限
っ
て

言
え
ば
、葛
の
葉
の
繁
茂
が

ひ
ど
い
た
め
、路
肩
に
防
草

シ
ー
ト
を
貼
っ
て
ほ
し
く
県

に
要
望
願
い
た
い
。

　
町
道
路
肩
の
雑
草

除
去
は
可
能
な
限
り

隣
接
地
域
の
方
々
に
お
願
い

し
て
お
り
、大
変
感
謝
し
て

い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、交

通
量
が
多
く
除
草
が
困
難
な

主
要
道
路
は
年
１
回
で
す
。

様
々
な
行
政
要
望
に
お
応
え

す
る
中
で
、年
２
回
の
除
草

作
業
は
困
難
な
状
況
。ま
た

県
道
の
葛
の
葉
繁
茂
の
路
肩

に
つ
い
て
は
対
策
を
県
に
要

望
し
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一 質般 問

歩道の総延長が100kmを超えるため対応は困難

中学生通学路の歩道の除雪作業に力を！

　
道
路
路
肩
の
雑
草

除
去
は
以
前
は
雑
草

が
一
番
よ
く
伸
び
る
春
と
夏

の
２
回
実
施
さ
れ
て
い
ま
し

た
。し
か
し
近
年
で
は
夏
の

間
に
１
回
だ
け
実
施
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
例
え
ば
西
桜
谷
公
民
館
の

場
合
、周
辺
と
そ
の
向
か
い

の
県
道
路
肩
の
除
草
作
業
は

毎
年
６
月
と
８
月
の
２
回
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
個

人
の
農
地
が
直
接
道
路
に
面

し
て
い
る
場
合
は
、耕
作
者

が
路
肩
の
草
刈
り
を
年
に
３

回
も
４
回
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
手
間
は
相
当
な
も
の
で
、

本
来
行
政
が
行
う
べ
き
雑
草

除
去
を
耕
作
者
が
行
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　
ま
た
最
近
で
は
防
草
シ
ー

ト
が
容
易
に
手
に
入
る
た

め
、路
肩
に
防
草
シ
ー
ト
を

貼
っ
て
い
る
耕
作
者
も
い
ま

す
。こ
の
問
題
は
以
前
一
般

質
問
で
も
取
り
上
げ
ま
し
た

が
、そ
の
半
年
後
、町
道
西
明

　
日
野
中
学
生
の
自

転
車
通
学
は
歩
道
を

通
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
通
学
路
も
大
字
ご
と
に

学
校
で
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
自
転
車
通
学
の
中
学

生
は
決
め
ら
れ
た
通
学
路
を

通
っ
て
登
下
校
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、11
月
に
は「
議
会
と

住
民
と
の
意
見
交
換
会
」が

日
野
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。そ
の
中
で
東
桜
谷
地

区
の
住
民
か
ら
冬
期
の
中
学

生
の
自
転
車
通
学
に
お
け
る

歩
道
の
除
雪
に
つ
い
て
意
見

が
あ
り
、雪
が
降
っ
た
日
に

は
歩
道
の
除
雪
を
登
校
時
ま

で
に
行
っ
て
ほ
し
い
旨
の
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
に

つ
い
て
は
私
も
同
感
で
、西

桜
谷
地
区
の
中
学
生
に
お
い

て
も
国
道
３
０
７
号
の
積
雪

の
歩
道
を
自
転
車
に
乗
り
な

が
ら
一
生
懸
命
ペ
ダ
ル
を
こ

い
で
い
る
姿
を
、昔
も
今
も

見
て
い
ま
す
。ま
た
勾
配
の

あ
る
歩
道
は
、上
り
の
雪
道

も
大
変
で
す
が
下
り
も
タ
イ

ヤ
が
滑
っ
て
危
険
で
す
。

　
そ
こ
で
、住
民
要
望
に
も

あ
り
ま
す
よ
う
に
、私
は
積

雪
が
10
㎝
を
超
え
た
時
は
歩

道
も
除
雪
を
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、歩
道

の
幅
員
全
体
の
除
雪
で
は
な

く
、自
転
車
の
ハ
ン
ド
ル
ほ

ど
の
幅（
60
～
70
㎝
）の
除
雪

で
も
自
転
車
は
十
分
に
通
れ

ま
す
の
で
、歩
道
用
の
小
型

除
雪
機
ま
た
は
簡
易
な
除
雪

機
で
結
構
で
す
の
で
、町
が

機
械
を
購
入
し
て
直
営
で
行

う
か
、ま
た
は
業
者
発
注
等

に
よ
り
対
応
し
て
頂
き
た
く

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
12
月
１
日
よ
り
雪

寒
対
策
実
施
計
画
を

策
定
し
、除
雪
の
対
応
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。車
道
の
除

雪
は
国
道
と
県
道
は
滋
賀
県

が
、町
道
は
町
が
建
設
工
業

会
と
契
約
し
て
対
応
し
て
い

ま
す
。し
か
し
、車
道
の
除
雪

だ
け
で
精
一
杯
で
歩
道
の
除

雪
ま
で
は
手
が
回
ら
な
い
の

が
実
状
。歩
道
の
総
延
長
は

１
０
０
㎞
を
超
え
て
お
り
、

町
直
営
で
も
対
応
が
難
し
い

の
が
実
情
で
す
。

髙橋 源三郎 議員

路
肩
の
除
草
作
業
は
年
２
回
必
要
で
は

交
通
量
が
多
い
た
め
年
２
回
の
除
草
は
困
難

寺
安
部
居
線
の
大
字
佐
久
良

地
先
で
は
道
路
の
舗
装
が
完

了
し
、両
側
の
路
肩
に
は
緑

色
の
防
草
シ
ー
ト
が
貼
ら
れ

て
い
ま
す
。道
路
の
建
設
時

に
は
お
金
が
か
か
っ
て
も
後

の
手
間
や
経
費
を
考
え
れ
ば
、

効
率
が
良
い
の
で
は
な
い
か

と
私
は
考
え
ま
す
。従
っ
て

町
が
管
理
す
る
道
路
の
路
肩

に
つ
い
て
は
、除
草
作
業
は

年
２
回
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
次
に
、日
野
中
学
生
の
通

学
道
路
に
指
定
さ
れ
て
い

る
役
場
正
面
玄
関
前
の
県

道
中
里
山
上
日
野
線（
県
道

５
０
８
号
線
）の
桜
谷
方
面

へ
行
く
道
路
は
両
側
と
も
歩

道
が
完
備
さ
れ
転
落
防
護
柵

も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
防
護
柵
が
葛
の
葉
で
覆
わ

れ
、柵
が
ほ
と
ん
ど
見
え
な

い
状
態
で
す
。さ
ら
に
葛
の

葉
が
歩
道
に
も
伸
び
て
き
て

通
学
に
支
障
を
き
た
し
て
い

ま
す（
写
真
参
照
）。ま
た
、景

検討等されるよう東近江土木事務所に要望したい

日野小学校通学路の給食室前交差点の安全対策を

①
9
月
定
例
会
で
一

　
般
質
問
し
た
町
道

日
野
松
尾
線
に
つ
い
て
、

10
月
に
保
護
者
の
方
と
通

学
路
の
危
険
な
場
所
を
調

査
さ
れ
た
結
果
を
お
聞
き

し
ま
す
。

②�

日
野
小
学
校
給
食
室
前
の

県
道
41
号
線
の
Ｔ
字
路
は
、

道
路
幅
が
狭
く
道
路
が

「
く
の
字
」に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、車
の
事
故
で

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
破
損
し

て
い
ま
す
。横
断
歩
道
が

あ
り
、通
学
路
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
危
険
な
場
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　�

　
町
民
の
方
か
ら
も
道
路

が「
く
の
字
」に
な
っ
て
い

る
こ
と
で
車
同
士
す
れ
違

う
際
に
接
触
し
そ
う
で
怖

い
と
の
こ
と
で
、安
全
対

策
を
要
望
し
ま
し
た
。

①
10
月
５
日
の
通
学

　
路
点
検
で
は
、東

近
江
警
察
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の
見
解
と
し

て
、現
在
、横
断
さ
れ
て
い

る
交
差
点
を
信
号
の
あ
る

交
差
点
に
通
学
路
を
変
更

す
る
こ
と
が
、最
も
安
全

な
対
策
で
あ
る
と
提
案
さ

れ
、今
後
、学
校
と
保
護
者

で
相
談
い
た
だ
く
予
定
で

す
。

②�

ま
ず
は
お
互
い
に
安
全
運

転
に
心
が
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
ま
す
が
、今

年
の
夏
以
降
に
続
け
て
２

回
事
故
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
の
で
、町
と
し
て
は
、

道
路
管
理
者
で
あ
る
東
近

江
土
木
事
務
所
に
お
い
て

検
討
等
さ
れ
る
よ
う
要
望

し
た
い
と
考
え
ま
す
。
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ドローンの導入については、支援策を研究する

技術改革で農業の発展を

　
稲
作
農
家
も
高
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化
が
進
み
離
農
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る
農
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数
が
年
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増
加
し
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い
ま
す
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し
た
中
に
お
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て
農

業
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策
も
法
人
化
や
認
定
農

業
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、新
規
就
農
者
に
国
の

農
業
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が
重
視
さ
れ
る
よ

う
に
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り
ま
し
た
。

　
当
鎌
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地
区
で
法
人
化
さ
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つ
の
農
業
団
体
、認

定
農
業
者
も
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数
お
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れ
、
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28
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か
ら
30
日
ま
で
の
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日
間
、ド
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ン
無
人
航

空
機
操
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技
能
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が
あ
り
、

若
手
農
業
者
６
名
が
受
験
さ

れ
、無
事
に
民
間
の
認
定
試

験
に
合
格
さ
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
今
年（
令
和
４

年
産
）の
県
内
の
稲
作
作
況

指
数
は
１
０
０
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、日
野
町
の
よ
う
な

中
山
間
地
域
で
は
無
理
な
指

数
で
す
。

　
カ
メ
虫
の
被
害
、穂
首
い

も
ち
病
等
、稲
の
病
害
虫
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除
に
ド
ロ
ー
ン
が
最
適
な
防

除
機
具
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
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若
手
農
業
者
や
こ
れ
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ら

農
業
を
始
め
よ
う
と
思
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て

い
る
人
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が
夢
と
希
望
を
持

っ
て
励
ん
で
欲
し
い
こ
と
で

す
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入
に
対
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補
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を
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も
ら

え
な
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の
か
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ま
す
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の
進
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に
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り
全
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で
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速
に
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が
全
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で
進
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つ
あ

り
ま
す
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の
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は
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開

に
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入
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業
や

担
い
手
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保
・
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強
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事
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等
を
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ま
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に
お
き
ま
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業
の
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は
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業
の
持

続
化
に
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て
重
要
な
課
題

で
あ
る
こ
と
か
ら
支
援
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に

つ
い
て
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し
た
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。
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観
的
に
も
良
く
な
い
と
私
は

思
い
ま
す
。よ
っ
て
、除
草
作

業
は
年
２
回
行
っ
て
頂
き
た

く
次
年
度
の
予
算
措
置
を
要

望
し
ま
す
。

　
な
お
こ
の
県
道
に
限
っ
て

言
え
ば
、葛
の
葉
の
繁
茂
が

ひ
ど
い
た
め
、路
肩
に
防
草

シ
ー
ト
を
貼
っ
て
ほ
し
く
県

に
要
望
願
い
た
い
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町
道
路
肩
の
雑
草

除
去
は
可
能
な
限
り

隣
接
地
域
の
方
々
に
お
願
い

し
て
お
り
、大
変
感
謝
し
て

い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、交

通
量
が
多
く
除
草
が
困
難
な

主
要
道
路
は
年
１
回
で
す
。

様
々
な
行
政
要
望
に
お
応
え

す
る
中
で
、年
２
回
の
除
草

作
業
は
困
難
な
状
況
。ま
た

県
道
の
葛
の
葉
繁
茂
の
路
肩

に
つ
い
て
は
対
策
を
県
に
要

望
し
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

11 10議会だより
日野町議会

議会だより
日野町議会

2023.２.15 2023.２.15



一 質般 問

学習支援員は業務内容を調査し議論を進めていく
「わたむき自動車プロジェクト」の路線バス化は令和5年度も取り組む

堀江町政 令和５年度は結果を出していく大事な年
学習支援員の配置、「わたむき自動車プロジェクト」はどうしていくの？

課題解決に向けしっかり取り組んでいく

持続可能な農業に向けて

　
６
月
・
９
月
議
会

で
取
り
上
げ
た
農
村

Ｒ
Ｍ
Ｏ
に
続
き
農
業
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

①�

ハ
ー
ド
ル
の
高
い
新
規
就

農
者
を
求
め
る
だ
け
で
な

く
、ま
ず
は
家
庭
菜
園
等

を
通
し
て
農
業
を
志
す
人

を
育
て
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

②�
獣
害
対
策
推
進
と
共
に
猟

友
会
・
獣ジ

美ビ

恵エ

堂
の
ジ
ビ

エ
肉
を
官
民
一
体
で
特
産

ブ
ラ
ン
ド
品
化
を
目
指
し

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

③�

近
江
日
野
産
日
野
菜
の
Ｇ

Ｉ
認
証
を
普
及
に
結
び
付

け
る
方
法
は
。ま
た
米
粉

の
菓
子
や
ケ
ー
キ
等
も
Ｐ

Ｒ
し
コ
メ
の
消
費
拡
大
に

つ
な
げ
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

（
町
長
・
農
林
課
長
）

①
新
規
就
農
者
に
な

る
に
は
覚
悟
や
計
画
性
も

問
う
て
い
る
が
、担
い
手

不
足
解
消
の
た
め
新
た
な

手
法
も
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

②�

集
落
や
猟
友
会
で
の
有
害

鳥
獣
駆
除
が
効
果
を
上
げ

て
き
て
い
ま
す
。猪
や
鹿

肉
の
缶
詰
も
販
売
さ
れ
て

い
る
が
、さ
ら
に
ジ
ビ
エ

普
及
に
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

③�

Ｇ
Ｉ
認
証
を
受
け
た
近
江

日
野
産
日
野
菜
の
普
及
は

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
戦

略
を
練
り
、取
組
み
ま
す
。

米
粉
ケ
ー
キ
は
給
食
で
も

好
評
で
し
た
。一
般
に
も

普
及
で
き
る
よ
う
努
め
た

い
と
考
え
ま
す
。

山本 秀喜 議員

　
11
月
22
日
の
議
会

と
住
民
さ
ん
と
の
意

見
交
換
会
で
は
、住
民
、議
員

双
方
か
ら「
外
国
人
は
交
通

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
」「
外
国

人
は
マ
ナ
ー
が
悪
い
」「
外
国

人
は
区
費
を
払
わ
な
い
」等

の
発
言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

国
籍
を
問
わ
ず
誰
も
が
個
性

や
心
を
持
っ
た「
人
間
」で
あ

り
、育
っ
た
環
境
も
異
な
り

ま
す
。「
外
国
人
」と
一
ま
と

め
で
見
る
こ
と
に
問
題
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。ル
ー
ル
や

地
域
の
決
ま
り
事
を
、き
ち

ん
と
説
明
し
て
理
解
を
得
ら

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。外
国

人
に
も
日
野
町
の
文
化
や
歴

史
の
継
承
に
、日
本
人
以
上

に
取
り
組
ん
で
い
る
人
も
い

ま
す
。町
の
多
文
化
共
生
へ

の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

（
町
長
・
企
画
振
興
課

長
）

　
日
野
町
の
人
口
約
２
万
人

の
う
ち
８
０
０
人
は
外
国
人

で
あ
り
、町
の
持
続
に
欠
か

せ
な
い
人
た
ち
で
す
。今
年
、

工
業
団
地
企
業
協
議
会
の
尽

力
で
、初
め
て
外
国
人
へ
の

交
通
ル
ー
ル
研
修
を
行
い
ま

し
た
。相
手
が
誰
で
も
互
い

を
理
解
す
る
気
持
ち
が
無
い

と
、見
た
目
や
思
い
込
み
で

判
断
し
が
ち
で
す
。

　
町
と
し
て
自
治
会
や
企
業

の
協
力
も
得
な
が
ら
、で
き

る
限
り
の
方
法
や
手
段
で
地

域
生
活
の
上
で
大
切
な
こ
と

を
、外
国
人
に
も
既
住
者
に

も
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま

た
、国
内
移
住
者
に
対
し
て

も
、困
り
ご
と
や
相
談
事
な

ど
に
積
極
的
に
応
じ
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

家庭菜園は移住者にも魅力
就農者予備軍としても期待

利活用が待たれる平和堂跡地

地域の方と共に稲刈り体験

隊員の方が取り組んだ
「まちのコイン」イベント

まちかど感応館で販売中の
ジビエ缶詰

　
令
和
５
年
度
の
予

算
編
成
は
、堀
江
町

政
１
期
目
の
中
間
期
に
当
た

り
、公
約
に
掲
げ
た
こ
と
や

第
６
次
総
合
計
画
の
目
標
に

向
け
て
、目
に
見
え
て
結
果

を
出
し
て
い
く
重
要
な
年
に

な
り
ま
す
。

　
今
ま
で
国
か
ら
の
新
型
コ

ロ
ナ
対
応
の
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
で
、感
染
症
対
応
な

ど
の
施
策
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、い
つ
ま
で
も
歳
入

と
し
て
見
込
む
こ
と
は
で
き

ず
、こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た

施
策（
学
校
に
学
習
支
援
員

の
配
置
）を
ど
う
継
続
さ
せ

て
い
く
の
か
。

　
今
ま
で
多
額
の
費
用
を
注

ぎ
込
ん
だ「
わ
た
む
き
自
動

車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
次
な

る
施
策
、公
共
施
設
の
長
寿

命
化
対
策
や
平
和
堂
跡
地
の

具
体
的
な
構
想
な
ど
、令
和

５
年
度
に
向
け
て
主
要
な
施

策
の
動
向
を
伺
い
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
は
、あ
く
ま
で
も

臨
時
的
な
も
の
と
受
け
止

め
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
学
校

に
配
置
し
て
き
た
学
習
支
援

員
は
、細
部
に
渡
り
業
務
内

容
を
調
査
し
今
後
議
論
を
進

め
ま
す
。

　「
わ
た
む
き
自
動
車
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」は
、工
業
団
地
へ

の
路
線
化
を
目
指
し
ま
し
た

が
、利
用
者
は
低
調
で
し
た
。

通
勤
バ
ス
前
後
の
利
用
方
法

の
検
討
や
、今
後
も
事
業
所

様
と
の
丁
寧
な
話
し
合
い
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
長
寿
命
化
計
画
は
、施
設

ご
と
に
特
性
や
経
過
年
数
、

現
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、財
源

を
調
整
し
な
が
ら
必
要
な
改

修
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
平
和
堂
跡
地
は
防
災
機
能

と
と
も
に
観
光
客
の
皆
さ
ん

や
、世
代
を
超
え
た
人
と
の

交
流
に
よ
る
賑
わ
い
を
創
出

で
き
る
広
場
と
し
て
活
用
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力

隊
は
地
域
産
業
の
振

興
や
、住
民
の
生
活
支
援
な

ど
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に

そ
の
活
動
に
従
事
し
、隊
員

自
ら
も
こ
の
日
野
町
に
定

住
・
定
着
を
図
っ
て
も
ら
う

も
の
で
す
。現
在
日
野
町
に

は
、３
名
の
方
が
来
町
さ
れ

日
々
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
と
隊
員
と
の
間
で
は
、

赴
任
時
に「
①
関
係
人
口
の

創
出
と
拡
大
、②
移
住・定
住

の
促
進
」が
活
動
内
容
と
し

て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ

の
①
、②
に
決
め
た
理
由
や

期
待
す
る
成
果
は
。隊
員
の

活
動
状
況
、町
と
の
連
携
や

サ
ポ
ー
ト
体
制
は
十
分
な
の

か
を
伺
い
ま
し
た
。

　
再
質
問
で
は
、移
住
促
進

の
た
め
に
仲
人
的
な
役
割
を

担
う
こ
と
、地
域
の
産
業
振

興
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を

問
い
ま
し
た
。

　
活
動
内
容
を
①
、

②
に
定
め
た
理
由
は
、

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
を

見
据
え
、町
の
魅
力
を
高
め
、

特
色
を
活
か
し
た
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
こ
う
と
決
め

ま
し
た
。

　
期
待
す
る
成
果
は
、町
の

魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
来

訪
に
つ
な
が
り
、地
域
を
訪

れ
た
人
と
地
域
と
の
出
会
い

を
生
み
出
す
こ
と
、空
き
家

に
関
す
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

な
る
取
り
組
み
に
よ
り
、空

き
家
の
活
用
に
関
心
を
も
ち

定
住
や
移
住
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
一
年
目
の
活
動
状
況
は
、

地
域
行
事
へ
の
参
加
な
ど
を

通
し
て
、地
域
を
知
る
こ
と

や
地
域
に
溶
け
込
む
こ
と
を

重
視
し
な
が
ら
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。現
在
は
、大
学
生
の

イ
ン
タ
ー
ン
の
受
入
れ
な
ど

に
よ
る
町
の
魅
力
発
信
と
関

係
人
口
の
創
出
に
力
を
注
い

で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
移
住
促
進
や
地
域
の
産
業

振
興
に
つ
い
て
は
、隊
員
と

意
見
を
共
有
し
話
し
合
い
を

進
め
て
い
き
、体
験
を
通
し

て
の
情
報
発
信
も
有
効
な
手

段
と
考
え
て
い
ま
す
。

多
文
化
共
生
社
会
へ
の
理
解
は
進
ん
で
い
る
か

外
国
人
や
移
住
者
に
も
寄
り
添
い
、住
み
や
す
い
ま
ち

を
目
指
す

後藤 勇樹 議員

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
状
況
は
？

　
移
住
促
進
の
た
め
に
仲
人
的
な
役
割
を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
？

関
係
人
口
創
出
の
た
め
、町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る

　
移
住
促
進
は
弱
い
と
感
じ
る
、隊
員
と
話
し
合
い
を
進
め
た
い

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
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一 質般 問

学習支援員は業務内容を調査し議論を進めていく
「わたむき自動車プロジェクト」の路線バス化は令和5年度も取り組む

堀江町政 令和５年度は結果を出していく大事な年
学習支援員の配置、「わたむき自動車プロジェクト」はどうしていくの？

課題解決に向けしっかり取り組んでいく

持続可能な農業に向けて

　
６
月
・
９
月
議
会

で
取
り
上
げ
た
農
村

Ｒ
Ｍ
Ｏ
に
続
き
農
業
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

①�

ハ
ー
ド
ル
の
高
い
新
規
就

農
者
を
求
め
る
だ
け
で
な

く
、ま
ず
は
家
庭
菜
園
等

を
通
し
て
農
業
を
志
す
人

を
育
て
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

②�

獣
害
対
策
推
進
と
共
に
猟

友
会
・
獣ジ

美ビ

恵エ

堂
の
ジ
ビ

エ
肉
を
官
民
一
体
で
特
産

ブ
ラ
ン
ド
品
化
を
目
指
し

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

③�

近
江
日
野
産
日
野
菜
の
Ｇ

Ｉ
認
証
を
普
及
に
結
び
付

け
る
方
法
は
。ま
た
米
粉

の
菓
子
や
ケ
ー
キ
等
も
Ｐ

Ｒ
し
コ
メ
の
消
費
拡
大
に

つ
な
げ
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

（
町
長
・
農
林
課
長
）

①
新
規
就
農
者
に
な

る
に
は
覚
悟
や
計
画
性
も

問
う
て
い
る
が
、担
い
手

不
足
解
消
の
た
め
新
た
な

手
法
も
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

②�

集
落
や
猟
友
会
で
の
有
害

鳥
獣
駆
除
が
効
果
を
上
げ

て
き
て
い
ま
す
。猪
や
鹿

肉
の
缶
詰
も
販
売
さ
れ
て

い
る
が
、さ
ら
に
ジ
ビ
エ

普
及
に
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

③�

Ｇ
Ｉ
認
証
を
受
け
た
近
江

日
野
産
日
野
菜
の
普
及
は

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
戦

略
を
練
り
、取
組
み
ま
す
。

米
粉
ケ
ー
キ
は
給
食
で
も

好
評
で
し
た
。一
般
に
も

普
及
で
き
る
よ
う
努
め
た

い
と
考
え
ま
す
。

山本 秀喜 議員

　
11
月
22
日
の
議
会

と
住
民
さ
ん
と
の
意

見
交
換
会
で
は
、住
民
、議
員

双
方
か
ら「
外
国
人
は
交
通

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
」「
外
国

人
は
マ
ナ
ー
が
悪
い
」「
外
国

人
は
区
費
を
払
わ
な
い
」等

の
発
言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

国
籍
を
問
わ
ず
誰
も
が
個
性

や
心
を
持
っ
た「
人
間
」で
あ

り
、育
っ
た
環
境
も
異
な
り

ま
す
。「
外
国
人
」と
一
ま
と

め
で
見
る
こ
と
に
問
題
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。ル
ー
ル
や

地
域
の
決
ま
り
事
を
、き
ち

ん
と
説
明
し
て
理
解
を
得
ら

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。外
国

人
に
も
日
野
町
の
文
化
や
歴

史
の
継
承
に
、日
本
人
以
上

に
取
り
組
ん
で
い
る
人
も
い

ま
す
。町
の
多
文
化
共
生
へ

の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

（
町
長
・
企
画
振
興
課

長
）

　
日
野
町
の
人
口
約
２
万
人

の
う
ち
８
０
０
人
は
外
国
人

で
あ
り
、町
の
持
続
に
欠
か

せ
な
い
人
た
ち
で
す
。今
年
、

工
業
団
地
企
業
協
議
会
の
尽

力
で
、初
め
て
外
国
人
へ
の

交
通
ル
ー
ル
研
修
を
行
い
ま

し
た
。相
手
が
誰
で
も
互
い

を
理
解
す
る
気
持
ち
が
無
い

と
、見
た
目
や
思
い
込
み
で

判
断
し
が
ち
で
す
。

　
町
と
し
て
自
治
会
や
企
業

の
協
力
も
得
な
が
ら
、で
き

る
限
り
の
方
法
や
手
段
で
地

域
生
活
の
上
で
大
切
な
こ
と

を
、外
国
人
に
も
既
住
者
に

も
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま

た
、国
内
移
住
者
に
対
し
て

も
、困
り
ご
と
や
相
談
事
な

ど
に
積
極
的
に
応
じ
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

家庭菜園は移住者にも魅力
就農者予備軍としても期待

利活用が待たれる平和堂跡地

地域の方と共に稲刈り体験

隊員の方が取り組んだ
「まちのコイン」イベント

まちかど感応館で販売中の
ジビエ缶詰

　
令
和
５
年
度
の
予

算
編
成
は
、堀
江
町

政
１
期
目
の
中
間
期
に
当
た

り
、公
約
に
掲
げ
た
こ
と
や

第
６
次
総
合
計
画
の
目
標
に

向
け
て
、目
に
見
え
て
結
果

を
出
し
て
い
く
重
要
な
年
に

な
り
ま
す
。

　
今
ま
で
国
か
ら
の
新
型
コ

ロ
ナ
対
応
の
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
で
、感
染
症
対
応
な

ど
の
施
策
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、い
つ
ま
で
も
歳
入

と
し
て
見
込
む
こ
と
は
で
き

ず
、こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た

施
策（
学
校
に
学
習
支
援
員

の
配
置
）を
ど
う
継
続
さ
せ

て
い
く
の
か
。

　
今
ま
で
多
額
の
費
用
を
注

ぎ
込
ん
だ「
わ
た
む
き
自
動

車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
次
な

る
施
策
、公
共
施
設
の
長
寿

命
化
対
策
や
平
和
堂
跡
地
の

具
体
的
な
構
想
な
ど
、令
和

５
年
度
に
向
け
て
主
要
な
施

策
の
動
向
を
伺
い
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
は
、あ
く
ま
で
も

臨
時
的
な
も
の
と
受
け
止

め
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
学
校

に
配
置
し
て
き
た
学
習
支
援

員
は
、細
部
に
渡
り
業
務
内

容
を
調
査
し
今
後
議
論
を
進

め
ま
す
。

　「
わ
た
む
き
自
動
車
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」は
、工
業
団
地
へ

の
路
線
化
を
目
指
し
ま
し
た

が
、利
用
者
は
低
調
で
し
た
。

通
勤
バ
ス
前
後
の
利
用
方
法

の
検
討
や
、今
後
も
事
業
所

様
と
の
丁
寧
な
話
し
合
い
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
長
寿
命
化
計
画
は
、施
設

ご
と
に
特
性
や
経
過
年
数
、

現
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、財
源

を
調
整
し
な
が
ら
必
要
な
改

修
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
平
和
堂
跡
地
は
防
災
機
能

と
と
も
に
観
光
客
の
皆
さ
ん

や
、世
代
を
超
え
た
人
と
の

交
流
に
よ
る
賑
わ
い
を
創
出

で
き
る
広
場
と
し
て
活
用
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力

隊
は
地
域
産
業
の
振

興
や
、住
民
の
生
活
支
援
な

ど
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に

そ
の
活
動
に
従
事
し
、隊
員

自
ら
も
こ
の
日
野
町
に
定

住
・
定
着
を
図
っ
て
も
ら
う

も
の
で
す
。現
在
日
野
町
に

は
、３
名
の
方
が
来
町
さ
れ

日
々
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
と
隊
員
と
の
間
で
は
、

赴
任
時
に「
①
関
係
人
口
の

創
出
と
拡
大
、②
移
住・定
住

の
促
進
」が
活
動
内
容
と
し

て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ

の
①
、②
に
決
め
た
理
由
や

期
待
す
る
成
果
は
。隊
員
の

活
動
状
況
、町
と
の
連
携
や

サ
ポ
ー
ト
体
制
は
十
分
な
の

か
を
伺
い
ま
し
た
。

　
再
質
問
で
は
、移
住
促
進

の
た
め
に
仲
人
的
な
役
割
を

担
う
こ
と
、地
域
の
産
業
振

興
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を

問
い
ま
し
た
。

　
活
動
内
容
を
①
、

②
に
定
め
た
理
由
は
、

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
を

見
据
え
、町
の
魅
力
を
高
め
、

特
色
を
活
か
し
た
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
こ
う
と
決
め

ま
し
た
。

　
期
待
す
る
成
果
は
、町
の

魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
来

訪
に
つ
な
が
り
、地
域
を
訪

れ
た
人
と
地
域
と
の
出
会
い

を
生
み
出
す
こ
と
、空
き
家

に
関
す
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

な
る
取
り
組
み
に
よ
り
、空

き
家
の
活
用
に
関
心
を
も
ち

定
住
や
移
住
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
一
年
目
の
活
動
状
況
は
、

地
域
行
事
へ
の
参
加
な
ど
を

通
し
て
、地
域
を
知
る
こ
と

や
地
域
に
溶
け
込
む
こ
と
を

重
視
し
な
が
ら
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。現
在
は
、大
学
生
の

イ
ン
タ
ー
ン
の
受
入
れ
な
ど

に
よ
る
町
の
魅
力
発
信
と
関

係
人
口
の
創
出
に
力
を
注
い

で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
移
住
促
進
や
地
域
の
産
業

振
興
に
つ
い
て
は
、隊
員
と

意
見
を
共
有
し
話
し
合
い
を

進
め
て
い
き
、体
験
を
通
し

て
の
情
報
発
信
も
有
効
な
手

段
と
考
え
て
い
ま
す
。

多
文
化
共
生
社
会
へ
の
理
解
は
進
ん
で
い
る
か

外
国
人
や
移
住
者
に
も
寄
り
添
い
、住
み
や
す
い
ま
ち

を
目
指
す

後藤 勇樹 議員

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
状
況
は
？

　
移
住
促
進
の
た
め
に
仲
人
的
な
役
割
を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
？

関
係
人
口
創
出
の
た
め
、町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る

　
移
住
促
進
は
弱
い
と
感
じ
る
、隊
員
と
話
し
合
い
を
進
め
た
い

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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現
在
、世
界
的
な

物
価
高
騰
の
中
、政

府
も
順
次
、対
策
を
頂
い
て

い
る
状
況
で
す
。地
方
自
治

体
に
も
相
応
の
努
力
を
課
せ

ら
れ
て
い
る
様
に
感
じ
ま
す
。

政
府
対
策
措
置
の
見
込
み
は
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し

て
５
万
円
の
プ
ッ
シ
ュ
給
付

を
検
討
、地
方
創
生
臨
時
交

付
金
６
０
０
０
億
円
用
意
さ

れ
る
様
子
、日
野
町
に
お
い

て
も
今
年
度
５
０
０
万
円
補

填
さ
れ
た
経
過
、国
か
ら
同

じ
様
な
指
導
が
あ
る
場
合
は

来
年
も
児
童
生
徒
の
給
食
に

つ
い
て
は
品
質
を
落
と
さ
な

い
給
食
の
提
供
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
。　　

①	

現
在
の
給
食
費
、一
人
一

食
当
た
り
の
算
定
、食
材

費
見
当
２
３
０
円
を
３
０

０
円
ま
で
引
き
上
げ
は
で

き
な
い
も
の
か
。

②	

子
育
て
世
帯
の
生
活
と
可

処
分
所
得
の
関
係
は
切
り

離
せ
な
い
関
係
、賃
金
が

上
が
ら
ず
可
処
分
所
得
が

目
減
り
す
る
現
状
、し
わ

寄
せ
は
子
育
て
世
帯
へ
と

子
供
に
廻
る
事
を
町
は
ど

の
様
に
考
え
る
。

③	

９
月
議
会
で
も
申
し
た
様

に
再
度
児
童
生
徒
の
給
食

費
の
大
幅
の
扶
助
、無
償

化
を
町
の
施
策
と
し
て
考

え
ら
れ
な
い
か
。

①�

物
価
高
騰
に
よ
り

賄
材
料
費
や
燃
料

　

�

費
の
値
上
が
り
が
続
い
て

厳
し
い
状
況
、今
年
度
は

補
正
予
算
で
対
応
、今
後

も
献
立
の
工
夫
を
物
価
高

騰
分
を
安
易
に
保
護
者
負

担
を
求
め
な
く
務
め
る
。

②�

子
育
て
世
帯
原
油
価
格
高

騰
臨
時
対
策
支
援
事
業

18
歳
ま
で
の
児
童
を
対

象
に
児
童
一
人
当
た
り

５
０
０
０
円
の
給
付
、12

月
11
日
に
実
施
の
子
育
て

応
援
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で

は
町
民
の
皆
様
、町
内
外

の
企
業
か
ら
沢
山
の
応
援

を
頂
き
多
く
の
家
庭
に
届

け
る
事
が
出
来
た
。

③�

学
校
給
食
法
に
お
い
て
学

校
の
設
置
者
と
保
護
者
が

分
担
。食
材
に
係
る
経
費

は
保
護
者
、負
担
、一
方
経

済
的
に
困
窮
し
て
お
ら
れ

　
日
野
町
内
で
渇
望

す
る
主
要
地
方
道
に

お
い
て
計
画
や
見
通
し
の
立

た
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。以
下
、質
問
の
課
題
と
し

て
上
げ
た
項
目
で
す
。

①	

町
道
西
大
路
鎌
掛
線
の
開

通
に
つ
い
て
は
令
和
９
年

の
計
画
が
見
通
し
が
付
か

な
い
状
況
に
要
因
は
地
質

調
査
の
不
足
、軟
弱
地
盤

で
あ
る
事
が
判
明
、そ
こ

で
工
期
と
予
算
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

②	

必
佐
バ
イ
パ
ス
猫
田
地
先

以
降
に
つ
い
て
、県
道
西

明
寺
安
部
居
線
の
今
後
、

県
道
土
山
蒲
生
近
江
八
幡

線
の
当
町
関
連
、土
山
鎌

掛
区
間
の
状
況
、町
道
小

御
門
十
禅
師
線
の
歩
道
整

備
の
住
民
評
価
、多
く
の

課
題
解
決
を
す
る
た
め
、

建
設
計
画
課
の
体
制
強
化
、

社
会
資
本
整
備
交
付
金
を

し
っ
か
り
使
い
、地
域
発

展
へ
の
投
資
、町
の
災
害

へ
の
強
靭
化
、次
世
代
に

引
き
継
ぐ
為
の
安
全
・
安

心
な
町
づ
く
り
は
急
務
で

は
。

①�

事
業
費
の
軽
減
や

事
業
工
期
の
短
縮

　

�

と
な
る
よ
う
設
計
成
果
の

見
直
し
、委
員
会
で
も
提

案
頂
い
た
、ル
ー
ト
検
討
、

縦
断
計
画
の
見
直
し
、早

期
の
用
地
対
策
の
着
手
。

②�

道
路
は
生
産
、流
通
を
始

め
経
済
的
、文
化
的
に
重

要
な
機
能
を
果
た
す
も
の

で
、日
常
生
活
に
は
欠
か

せ
な
い
。今
年
度
、県
道
西

明
寺
安
部
居
線
第
一
工
区

完
成
見
込
み
。来
年
度
、県

道
石
原
八
日
市
線
完
成
見

込
み
、県
道
土
山
蒲
生
近

江
八
幡
線
用
地
測
量
に
着

手
さ
れ
る
。町
道
に
お
い

て
は
、昨
年
度
町
道
奧
之

池
線
の
整
備
完
成
。今
年

度
よ
り
、町
道
小
御
門
十

禅
師
線
歩
道
新
設
工
事
着

手
。町
道
西
大
路
鎌
掛
線

継
続
着
手
。道
路
整
備
は
、

滋
賀
県
道
路
整
備
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
計
画

に
基
づ
き
、県
と
町
が
連

携
し
、整
備
ペ
ー
ス
を
落

と
す
事
な
く
着
実
な
整
備

を
進
め
る
。

道
路
行
政
に
つ
い
て

▶
建
設
計
画
課
の
職
員
か
ら

　
道
路
の
説
明
を
受
け
る

県
と
町
が
連
携
し
、着
実
な
整
備
を
進
め
て
い
く

物価・所得・生活と学校給食費について
現状としては、今後も、保護者に負担を求めていく

谷 成隆 議員

る
所
帯
、就
学
援
助
費
で

給
食
費
を
援
助
、今
後
も

保
護
者
に
負
担
を
求
め
て

行
く
事
が
基
本
。
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一 質般 問

２月に住民説明し、3月から半年間の実証実験を開始したい

　
実
証
実
験
の
対
象

と
な
る
南
比
都
佐
地

区
、猫
田
、十
禅
師
、中
山
地

区
の
方
に
運
行
方
法
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
、利
便
性

や
事
業
採
算
性
の
観
点
を
踏

ま
え
ど
の
よ
う
に
計
画
さ
れ

て
い
る
の
か
質
問
し
ま
し
た
。

①	

予
約
受
付
方
法
に
つ
い
て
、

予
約
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
。

②	

乗
降
場
所
の
設
置
、住
民

へ
の
説
明
等
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
ど
う
な
る
の
か
。

③	

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
ど
う

で
あ
っ
た
の
か
。

④	

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

実
証
実
験
業
務
の
公
募
に

よ
る
事
業
者
選
定
結
果
と

契
約
概
要
を
伺
う
。

⑤	

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行

経
費
を
算
出
さ
れ
て
い
る

の
か
。

①�

当
日
予
約
は
１
時

間
前
ま
で
の
予
約

　

�

と
し
ま
す
。帰
り
の
予
約

も
同
様
と
な
り
ま
す
。通

院
・
買
い
物
に
つ
い
て
も
、

時
間
が
遅
く
な
る
時
に
は

そ
の
予
約
変
更
も
想
定
し

て
い
ま
す
。

②�
12
月
中
に
乗
降
場
所
を
確

定
し
、２
月
に
地
域
の
皆

さ
ん
に
利
用
方
法
の
説
明

会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
、３
月
か
ら
実
証
実
験

開
始
を
考
え
て
い
ま
す
。

③�

利
用
し
た
い
が
64
％
。買

い
物
・
通
院
が
80
％
～
70

％
で
し
た
。

④�

株
式
会
社
ア
イ
シ
ン
に
選
定
。

配
車
シ
ス
テ
ム
構
築
と
実

証
実
験
に
つ
い
て
契
約
。

⑤�

１
台
当
た
り
年
間
１
４
０

０
万
円
の
ワ
ゴ
ン
車
２
台

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
検
索
し
や
す
い
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
す
る

と
と
も
に
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
活
用
し
、行
政
の
情
報
を

も
っ
と
広
く
情
報
公
開
さ
れ

る
こ
と
を
求
め
、質
問
し
ま

し
た
。

①	

12
月
19
日
に
新
し
く
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
る
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
は
ど
の
よ
う

に
改
善
さ
れ
る
の
か
。

②	

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
検
索
す

る
カ
テ
ゴ
リ
ー
等
を
検
索

し
や
す
く
改
善
さ
れ
て
い

る
の
か
。

③	

キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
は
、検

索
し
や
す
く
な
る
の
か
。

④	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
体

制
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て

い
る
の
か
。

⑤	
住
民
に
寄
り
添
っ
た
行
政

の
情
報
を
、広
く
等
し
く

情
報
公
開
し
、情
報
発
信

さ
れ
て
い
る
の
か
。

①�

高
齢
者
や
障
が
い

者
等
、ど
の
よ
う

　

�

な
方
に
も
見
や
す
く
す
る

た
め
に
、背
景
と
文
字
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
等
に
配
慮

し
て
い
ま
す
。

②�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
シ
ス

テ
ム
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
を
基
本
と
し
て
改
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
へ
の
対
応
に
よ

り
、ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
整

理
を
行
う
と
と
も
に
全
体

の
デ
ザ
イ
ン
変
更
を
行
い

ま
す
。

③�

こ
れ
ま
で
と
は
別
の
方
法

に
よ
り
検
索
す
る
こ
と
か

ら
、向
上
す
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

④�

公
開
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ

は
、各
担
当
課
に
て
作
成

し
、企
画
振
興
課
に
て
確

認
後
、公
開
処
理
を
行
い

ま
す
。公
開
時
期
や
方
法

等
は
、各
担
当
で
判
断
し

て
い
ま
す
が
、企
画
振
興

課
か
ら
関
係
課
に
調
整
し

て
い
ま
す
。

⑤�

様
々
な
情
報
の
掲
載
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

分
か
り
易
い
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
な
る
よ
う
各
所
属
の

職
員
で
構
成
す
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
運
営
委
員
会
で
協

議
し
、情
報
共
有
を
図
っ

て
い
ま
す
。

日
野
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
要
望

ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
に
配
慮
し
た
、

「
誰
も
が
使
い
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

齋藤 光弘 議員

AIを活用したオンデマンド交通実証実験はどうなるか

近江タクシー車両のイメージ写真

改善されたメニューの表示

新しくなった日野町
公式ホームページ

オンデマンド交通のしくみ
◯コールセンターへ連絡
◯お出かけニーズに対応
◯希望に近い時間に送迎
◯停留所をきめ細かく設置
◯自宅付近から楽に乗車
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様々な場面を通して寄り添い、顔の見える関係を作る

子育て支援について

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

は
大
き
く
、虐
待
や

い
じ
め
、不
登
校
な
ど
子
ど

も
を
巡
る
課
題
は
深
刻
化
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

誰
も
が
未
来
に
希
望
が
も
て
、

希
望
す
れ
ば
安
心
し
て
子
ど

も
を
生
み
育
て
、十
分
な
教

育
が
受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
が
必
要
で
あ
る
。何
点
か

伺
う
。

①	

国
で
は
伴
走
型
相
談
支
援

の
拡
充
を
言
わ
れ
て
い
る

が
、町
の
現
状
と
町
の
ニ

ー
ズ
に
あ
っ
た
伴
走
型
相

談
支
援
へ
の
見
解
は
。

②	

子
育
て
世
代
へ
の
経
済
的

支
援
に
つ
い
て
、先
行
自

治
体
で
は
出
産
祝
い
金
や

お
む
つ
配
布
な
ど
の
支
援

を
さ
れ
て
い
る
。町
の
経

済
的
支
援
へ
の
お
考
え
は
。

③	

子
ど
も
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
支
援
も
必
要

で
あ
る
。子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
や
学
習
支
援
、

経
済
的
支
援
等
、今
、町
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何

が
必
要
と
お
考
え
な
の
か
。

①�

町
の
現
状
は
母
子

健
康
手
帳
の
交
付

　

�

時
に
、全
て
の
妊
婦
と
面

談
す
る
と
と
も
に
、出
産

後
は
、新
生
児
訪
問
、乳
幼

児
健
診
時
の
面
談
、育
児

に
不
安
を
感
じ
て
お
ら
れ

る
方
へ
の
訪
問
を
行
っ
て

い
る
。今
後
も
、妊
婦
や
子

育
て
家
庭
が
よ
り
安
心
し

て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
、

日
野
町
で
住
み
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、ま
た
様
々
な
場
面
を

通
し
て
寄
り
添
い
、身
近

で
顔
の
見
え
る
関
係
を
作

っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

②�
経
済
的
支
援
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
も
顔
の
見
え
る

関
係
性
を
大
切
に
子
育
て

中
の
保
護
者
が
孤
立
し
な

い
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実

と
福
祉
医
療
費
助
成
の
実

施
や
保
育
料
を
は
じ
め
と

す
る
経
済
的
負
担
の
軽
減

等
、適
切
な
支
援
に
努
め

て
い
く
。

③�

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
支
援
に
つ
い
て
は
、小

学
校
か
ら
中
学
校
を
通
じ

中西 佳子 議員

て
就
学
援
助
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、今
年
度
か
ら

通
学
バ
ス
の
無
償
化
を
実

施
し
た
。就
学
前
に
、子
ど

も
の
成
長
に
応
じ
た
支
援
、

子
育
て
教
育
相
談
セ
ン
タ

ー
、少
年
セ
ン
タ
ー
、教

育
・
保
育
施
設
に
お
い
て

対
応
し
居
場
所
の
確
保
や

相
談
出
来
る
体
制
を
整
え

て
い
る
。

　

�

学
校
に
行
き
づ
ら
い
児
童

生
徒
へ
の
対
応
で
は
、適

応
指
導
教
室
や
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
な
ど
、多
様
な
社

会
資
源
の
充
実
に
努
め
、

ど
こ
か
に
つ
な
が
り
を
持

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
進
め

る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

　
町
で
は
人
口
が
減

少
し
て
い
る
一
方
で
、
高
齢
者
人
口
は
今
後
も
増
加

す
る
見
込
み
で
あ
り
、一
人

暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
、高
齢

者
の
み
の
世
帯
、認
知
症
高

齢
者
の
増
加
が
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。高
齢
期
の
健
康
づ

く
り
に
は
、バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
や
社
会
参
加
の
場
づ

く
り
と
フ
レ
イ
ル
予
防
も
重

要
と
考
え
る
。

①	「
お
た
っ
し
ゃ
教
室
」や「
男

性
の
運
動
教
室
」の
状
況
。

②	

地
域
の
介
護
予
防
活
動
を

支
援
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の

状
況
は
ど
う
か
。

③	

高
齢
者
の
健
康
状
態
や
食

事
等
の
相
談
体
制
は
。

④	

地
域
の
通
い
の
場
な
ど
に

行
け
な
い
人
に
も
、保
健

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
フ
レ
イ

ル
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
測
定

会
等
は
出
来
な
い
か
。

①�「
お
た
っ
し
ゃ
教

室
」は
現
在
23
ヶ

　

�

所
で
実
施
い
た
だ
い
て
い

る
。「
男
性
の
運
動
教
室
」

は
４
公
民
館
で
実
施
。運

動
の
場
だ
け
で
な
く
交
流

の
場
と
な
っ
て
い
る
。

②�

運
動
指
導
サ
ポ
ー
タ
ー
は

80
名
の
方
が
サ
ポ
ー
タ
ー

連
絡
会
に
加
入
し
、活
動

い
た
だ
い
て
い
る
。

③�

相
談
を
受
け
た
場
合
、専

門
職
が
訪
問
等
適
切
な
助

言
や
必
要
に
応
じ
て
関
係

機
関
と
連
携
を
行
っ
て
い

る
。

④�

フ
レ
イ
ル
と
は
加
齢
に
伴

う
心
身
機
能
の
低
下
の
こ

と
で
、問
診
票
に
よ
る
フ

レ
イ
ル
状
況
確
認
や
体
力

測
定
を
介
護
予
防
教
室
で

行
っ
て
い
る
。若
い
世
代

か
ら
の
健
康
づ
く
り
介
護

予
防
が
重
要
。体
力
測
定

等
の
機
会
を
設
け
啓
発
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

健
康
づ
く
り
、フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て

若
い
世
代
か
ら
の
健
康
づ
く
り
、が
重
要
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一 質般 問

財政負担が課題、自校方式･地産地消を進める

学校給食の無償化を願う

　
朝
ご
飯
を
食
べ
ら

れ
な
い
子
ど
も
も
い

ま
す
。
７
人
に
１
人
の
子
ど

も
が
貧
困
状
態
と
言
わ
れ
る

中
、
学
校
給
食
は
か
け
が
え

の
な
い
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　
日
野
町
で
の
一
人
あ
た
り

の
給
食
費
は
月
額
、
小
学
校

で
３
６
０
０
円
、
中
学
校
で

４
２
０
０
円
、
小
中
２
人
の

子
ど
も
が
い
る
家
庭
だ
と
年

間
８
万
５
８
０
０
円
に
な
る

の
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
も

重
な
り
、
給
食
費
は
若
い
子

育
て
世
帯
の
重
い
負
担
と
な

っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
日
本

共
産
党
の
議
員
は
、
国
会
で

憲
法
第
26
条
の
「
義
務
教
育

は
こ
れ
を
無
償
と
す
る
」
と

い
う
規
定
通
り
に
学
校
給
食

を
無
償
と
す
る
よ
う
求
め
、

日
野
町
議
会
で
も
幾
度
か
質

問
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
全
国
で
は
、
完
全
無
償
化

し
た
自
治
体
は
５
年
間
で

２
２
４
自
治
体
と
３
倍
に
な

り
ま
し
た
。
県
内
で
も
無
償

化
、
減
免
、
検
討
中
と
の
市

町
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
日
野
町
で
も
、
主
食
の
お

米
は
無
料
、
要
保
護
･
準
要

保
護
世
帯
は
無
償
と
し
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
学
校
給
食
の
無
償

化
を
検
討
し
、
少
子
化
対
策

に
も
な
る
町
長
の
決
断
を
望

み
ま
す
。

　

現
在
の
経
済
状

況
、
無
償
化
の
自
治

体
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
が
無
償
化
し
た

場
合
、
町
に
大
き
な
財
政
負

担
を
伴
い
、
大
き
な
課
題
と

考
え
て
い
る
。

　

日
野
町
の
学
校
給
食
は
自

校
方
式
で
行
い
、
地
産
地
消

を
進
め
、
安
全
安
心
で
美
味

し
い
給
食
の
提
供
を
変
わ
ら

ず
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。

　
わ
た
む
き
自
動
車

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
、
６
月
、
９
月
議
会
で

取
り
あ
げ
ま
し
た
が
、
明
快

な
答
弁
は
い
た
だ
け
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
町
営
バ
ス
の
運
行
は
町
民

の
移
動
手
段
に
係
わ
る
大
事

な
施
策
で
あ
り
、
現
実
に
目

を
向
け
た
堅
実
な
検
討
が
行

わ
れ
る
こ
と
を
求
め
質
問
し

ま
す
。

①	

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
に

つ
い
て
。

②	

実
証
実
験
の
協
議
会
で
の

協
議
･
評
価
は
。

③	

実
証
実
験
の
概
念
は
。

④	

第
Ⅰ
フ
ェ
ー
ズ
に
湖
南
サ

ン
ラ
イ
ズ
の
通
学
バ
ス
は

入
る
の
か
。

⑤	

来
年
度
か
ら
の
本
格
運
行

の
想
定
予
算
は
。

⑥	

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
の
経

費
の
町
と
協
議
会
の
区
分

は
。

⑦	

実
証
実
験
な
の
に
、
協
議

会
の
経
費
で
は
な
く
、
後

半
の
通
学
バ
ス
に
つ
い
て

教
育
費
予
算
で
見
ら
れ
た

の
は
な
ぜ
か
。

①�

趣
旨
に
変
わ
り
は

な
い
。

②�

現
在
と
り
ま
と
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

③�

実
験
的
に
運
行
を
行
い
、

安
全
か
つ
安
定
的
に
運
行

可
能
か
検
証
す
る
も
の
。

④�

継
続
し
て
運
行
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
。

⑤�

現
状
の
運
行
形
態
で
実

施
し
た
場
合
、
年
間
約

４
０
０
０
万
円
程
度
、
来

年
度
予
算
に
向
け
、
他
地

区
の
対
応
に
つ
い
て
も
現

在
調
整
検
討
中
。

⑥�

実
証
実
験
お
よ
び
調
査
研

究
に
つ
い
て
は
、協
議
会
。

公
共
交
通
と
し
て
実
施
す

る
も
の
は
町
の
予
算
を
基

池元 法子 議員

�

わ
た
む
き
自
動
車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト�

　
町
全
体
の
公
平
性
、堅
実
な
検
討
を
望
む

協
議
・
評
価
は
と
り
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

本
と
す
る
。

⑦�

運
行
の
財
源
は
、
普
通
交

付
税
を
確
保
し
て
い
き
た

い
。

【
議
員
よ
り
】

　
本
格
運
行
と
な
れ
ば
、

サ
ン
ラ
イ
ズ
の
運
行
で

年
間
４
０
０
０
万
円
と

多
額
な
財
源
が
必
要
と

な
る
。曙
団
地
の
通
学
バ

ス
の
運
行
の
要
望
も
出

さ
れ
て
お
り
、そ
の
他
五

月
台
、椿
野
台
、上
駒
月
、

中
山
な
ど
へ
の
対
応
が

必
要
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
が
、こ
れ
ら
の
地
域

の
対
応
、要
す
る
経
費
は

考
え
ら
れ
て
い
る
か
。通

学
バ
ス
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
全
町
的
な
課
題

で
あ
り
、公
平
性
、財
政

問
題
も
含
め
慎
重
な
検

討
を
望
む
。
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わたむき自動車プロジェクト
　ダイフク路線黒字化は可能か

　
大
気
汚
染
、運
転

免
許
証
返
上
の
増
加

な
ど
、地
方
公
共
交
通
は
喫

緊
の
課
題
。わ
た
む
き
自
動

車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

①	

ダ
イ
フ
ク
便
路
線
化
の
条

件
、国
庫
補
助
、黒
字
条
件

等
回
答
が
二
転
三
転
し
て

い
ま
す
。路
線
化
に
つ
い

て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

②	「
約
３
０
０
０
人
の
社
員

が
通
勤
し
て
お
ら
れ
る
か

ら
黒
字
は
可
能
」（
副
町

長
）と
の
こ
と
だ
が
、ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
居
住
地
調
査
の

最
寄
り
駅（
停
留
所
）徒
歩

15
分
圏
の
人
数
、バ
ス
の

便
数
な
ど
と
合
わ
せ
黒
字

は
可
能
で
す
か
。

③	

マ
イ
カ
ー
通
勤
者
の「
行

動
変
容
」を
可
能
に
す
る

具
体
的
な
条
件
整
備
を
伺

い
ま
す
。	

④	

協
議
会
参
加
企
業
や
近
江

バ
ス
な
ど
は
、こ
の
間
の

実
証
実
験
の
結
果
を
ど
う

見
て
お
ら
れ
ま
す
か
。	

⑤	

地
方
創
生
交
付
金
を
町
が

協
議
会
に
支
出
し
、町
が

執
行
す
る
。チ
ェ
ッ
ク
機

能
は
働
い
て
い
る
か
。

①�

１
日
１
５
０
人
の

定
期
利
用
で
国
庫

　

�

補
助
を
見
据
え
た
ラ
イ
ン

で
す
。黒
字
化
に
は
片
道

３
０
０
人
の
利
用
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

②�

ダ
イ
フ
ク
だ
け
で
な
く
、

よ
り
多
く
の
事
業
所
の
参

加
を
い
た
だ
き
、母
数
を

増
や
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

③�

運
行
本
数
や
ル
ー
ト
設
計
、

乗
り
継
ぎ
環
境
の
改
善
で
、

利
便
性
を
高
め
る
。

④�

協
議
会
の
皆
様
か
ら
ご
意

見
を
伺
い
、評
価
し
て
い

き
た
い
。

⑤�
協
議
会
の
皆
様
に
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
、議
会
に

も
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
初
年
度
の
総
括
を
伺
う

返
礼
品
に
特
化
し
た
税
の
取
り
合
い
で
は
な
く
、

町
と
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
取
り
組
み
た
い

　
堀
江
町
政
の
選
挙

公
約
で
あ
っ
た
ふ
る

さ
と
納
税
に
つ
い
て
、初
年

度
の
実
績
が
出
さ
れ
た
時
点

で
、ど
う
見
る
か
を
伺
い
ま

す
。

　

令
和
３
年
度
決
算
資
料

（
左
表
）に
よ
る
と
、制
度
に

よ
る
利
益
は
約
８
０
０
万
円

程
度
。注
目
す
べ
き
は
、収

入
が
３
４
６
件
、流
出
件
数

５
６
７
件
。金
額
で
は
収
入

が
多
く
、件
数
で
は
流
出
分

の
方
が
多
い
。

　
返
礼
品
目
当
て
で
な
く
、

本
来
の
趣
旨
に
沿
っ
た
大
口

篤
志
家
が
お
ら
れ
る
の
で
し

ょ
う
。

①
差
引
８
０
０
万
円
プ
ラ
ス

②	

流
出
件
数
超
過

③
大
口
寄
付
者
の
存
在

④
地
元
振
興

⑤	

次
年
度
へ
の
課
題

　

	

な
ど
の
観
点
か
ら
総
括
さ

れ
た
い
。

①�

皆
様
か
ら
の
温
か

い
寄
付
に
感
謝
。

　

�

日
野
を
知
っ
て
い
た
だ
く

片道３００人を超える利用が必要となる

加藤 和幸 議員

機
会
が
増
え
特
産
品
Ｐ
Ｒ

に
な
っ
た
。

②�

寄
付
さ
れ
る
動
機
は
様
々
。

そ
れ
よ
り
も
寄
付
い
た
だ

い
た
方
と
の
交
流
に
主
眼

を
お
き
た
い
。

③�

多
額
の
ご
寄
付
を
頂
戴
し

て
い
る
こ
と
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
。今
後
も
結

び
つ
き
を
深
め
た
い
。

④�

現
在
、町
内
中
心
に
27
者

さ
ん
か
ら
１
０
７
品
目
を

登
録
い
た
だ
い
て
い
る
。

さ
ら
な
る
増
加
に
取
り
組

み
た
い
。

⑤�

返
礼
品
も
ま
だ
ま
だ
少
な

く
、協
力
事
業
者
の
新
た

な
開
拓
、種
類
や
数
量
の

増
加
も
必
要
。

　

推
進
に
あ
た
っ
て
は
、返

礼
品
に
特
化
し
た
税
の
取
り

合
い
競
争
に
せ
ず
、寄
付
者

の
お
気
持
ち
を
大
事
に
し
な

が
ら
結
び
つ
き
を
絶
や
さ
ぬ

よ
う
取
り
組
み
た
い
。

ふるさと応援寄附事業
（令和３年度決算資料による）

歳入
まちづくり応援寄付金

346件  3,011万2,000円

歳出
返礼品代� 289万1,877円 
収納代行手数料・送料� 50万8,014円
周知広報代�  59万9,280円
その他事務経費� 11万7,858円
歳出合計� 411万7,029円

他市町のふるさと納税応募分
� 567件  1,806万4,000円

差引� 793万971円

18議会だより
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一 質般 問

マスクは推奨だが、個人の判断は尊重していく

マスク着用よりも咳エチケットを！

①	

日
本
で
は
マ
ス
ク

を
徹
底
し
て
い
る

　

	

社
会
だ
が
、本
当
に
マ
ス

ク
は
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
か
？

②	

世
界
で
は
マ
ス
ク
を
し
て

い
る
の
は
日
本
だ
け
だ
と

い
う
よ
う
な
報
道
も
あ
る

中
、日
本
で
マ
ス
ク
が
徹

底
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ

だ
と
考
え
て
い
る
か
？

③	

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
は
、

自
覚
症
状
が
あ
る
な
ど
必

要
に
応
じ
て
マ
ス
ク
を
す

る
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
で
良
い

の
で
は
な
い
か
？
一
律
マ

ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
よ

り
も
、自
分
で
考
え
る
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
を
推
奨
す
る

方
が
、教
育
的
で
は
な
い

か
？

④	

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

マ
ス
ク
は
メ
リ
ッ
ト
よ
り

も
デ
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大

き
い
の
で
は
な
い
か
？

⑤	

福
岡
市
で
は
全
小
中
学
校

で
黙
食
を
緩
和
し
、感
染

拡
大
の
事
例
は
な
く
子
ど

も
た
ち
が
笑
顔
だ
と
い
う
。

日
野
町
で
も
緩
和
で
き
な

い
か
？

①�

国
の
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
ボ
ー
ド
の
考

　

�

え
方
を
踏
ま
え
、感
染
防

止
対
策
と
し
て
の
マ
ス
ク

の
重
要
性
は
変
更
し
て
い

な
い
。

②�

マ
ス
ク
は
感
染
拡
大
防
止

に
効
果
的
で
あ
る
こ
と
、

拒
否
感
が
あ
ま
り
な
い
こ

と
、み
ん
な
が
し
て
い
る

か
ら
。

③�

無
症
状
感
染
を
防
ぐ
に
は

マ
ス
ク
が
効
果
的
だ
が
、

個
人
の
判
断
を
尊
重
す
る
。

④�

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
マ
ス
ク

の
着
脱
を
お
こ
な
う
。

⑤�
文
科
省
よ
り
11
月
30
日
に

「
給
食
時
間
に
お
い
て
会

話
を
行
う
こ
と
は
可
能
」

と
通
知
が
あ
っ
た
。

野矢 貴之 議員

　
学
校
へ
行
け
な
い

こ
と
は
、悪
い
こ
と

で
も
劣
っ
て
い
る
こ
と
で
も

特
殊
で
も
な
い
。大
人
と
同

じ
よ
う
に
、合
わ
な
い
だ
け

の
こ
と
も
あ
る
。子
ど
も
た

ち
に
ど
ん
な
選
択
肢
を
提
供

で
き
て
い
る
か
を
考
え
た
い
。

①	

学
校
に
行
け
な
い
場
合
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
は

居
場
所
と
し
て
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
的
な
役
割
が

と
て
も
大
き
い
の
で
は
な

い
か
？
枠
組
み
の
最
優
先

は
居
場
所
と
は
な
ら
な
い

の
か
？

②	

学
童
保
育
と
同
じ
よ
う
に
、

運
営
補
助
の
対
象
に
考
え

ら
れ
な
い
か
？

③	

川
崎
市
の
よ
う
に
、子
ど

も
の
権
利
条
例
を
つ
く
っ

て
は
ど
う
か
？

①�

教
育
委
員
会
と
し

て
は
ま
ず
は
学
校

　

�

を
主
に
考
え
て
い
る
。環

境
が
整
っ
て
く
れ
ば
枠
組

み
も
考
え
た
い
。

②�

学
童
は
国
の
制
度
が
あ
る
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
は
、

利
用
児
童
生
徒
支
援
補
助

を
検
討
中
で
あ
り
、認
定

や
連
携
を
お
こ
な
っ
て
い

き
た
い
。

③�

令
和
５
年
４
月
か
ら
、こ

ど
も
家
庭
庁
の
新
設
、こ

ど
も
基
本
法
の
施
行
に
よ

り
、子
ど
も
の
最
善
の
利

益
を
第
一
に
考
え
る
政
策

へ
の
取
り
組
み
が
よ
り
す

す
め
ら
れ
て
い
く
。令
和

７
年
度
か
ら
の「
第
３
期

日
野
町
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」で
一
体

的
な
計
画
策
定
を
検
討
し

て
い
る
。

子
ど
も
の
居
場
所
へ
の
取
り
組
み
は
？

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
料
補
助
を
検
討
中

▲マスク着脱の指針

▲日本で最初に制定された
川崎市子どもの権利に関する条例

＜人間として大切な子どもの権利＞

1.	 安心して生きる権利
2.	 ありのままの自分でいる権利
3.	 自分を守り、守られる権利
4.	 自分を豊かにし、力づけられる権利
5.	 自分で決める権利
6.	 参加する権利
7.	 個別の必要に応じて支援を受ける権利

　　　　　引用元：川崎市ホームページ

マスク着用推奨

マスク必要なし

マスク着用推奨

マスク着用推奨

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
員
公
務
一
覧
／
議
長
コ
ラ
ム
／
編
集
後
記
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公　務　名 場　所 期　間 出　席　議　員

奥師地先宮川林道橋梁現地視察 視察 奥師地先 10月 ４日 議長、副議長、後藤

必佐小学校６年議場見学 その他 日野町役場 10月 ７日 議長、副議長、総務常任
委員、池元

日野町地域安全推進大会 その他 必佐公民館 10月15日 議員全員

第29回全国消防操法大会出場選手
激励会 来賓 日野消防署 10月19日 議長、副議長、総務常任

委員長、髙橋、加

氏郷まつり“楽市楽座”2022 その他 日野町役場周辺 10月22日
～23日 議員全員

南比都佐小学校６年議場見学 その他 日野町役場 10月24日 議長、副議長、総務常任
委員長、副委員長、齋藤

市町村議会議員特別セミナー 研修 全国市町村
国際文化研修所

10月25日
　～26日 野矢

滋賀県町村議会議長会
第63回町議会議員研修会 研修 わたむきホール虹 11月 ２日 議員全員

第61回氏郷まつり（松阪市） 来賓 三重県松阪市 11月 ３日 議長、副議長

蒲生郡町村議会議長会要望活動 要望 東京都 11月 ８日
   ～10日 議長、副議長

全国町村議会議長会
第66回町村議会議長全国大会 構成員 NHKホール 11月 ９日 議長、副議長

第4回日野町国際親善協会理事会 構成員 林業センター 11月10日 総務常任委員長

日野町議会と日野町農業委員会の
懇談会 懇談会 林業センター 11月17日 議員全員

滋賀県町村議会議長会
第46回町議会広報研修会 研修 竜王町防災センター 11月18日 議会広報常任委員

住民の皆さんとの意見交換会 その他 日野公民館 11月22日 議員全員

日野町青少年意見発表大会 その他 わたむきホール虹 11月27日 議員全員

外国人交流事業 構成員 日野まちかど
感応館新館 11月27日 総務常任委員長

令和４年度日野町消防団年末特別
警戒巡視 来賓 町内 12月29日

～30日
議長、副議長、総務常任
委員長

日野町議会議員公務一覧 （令和4年10月1日～12月31日）

その他
通常公務として日野町議会定例会・臨時会
一部事務組合　東近江行政組合議会／八日市布引ライフ組合議会
議長公務　約40件　などがあります。

20議会だより
日野町議会

2023.２.15



３
月
定
例
会（
本
会
議
）の
お
知
ら
せ【
予
定
】

　
３
月
１
日
（
開
会
・
提
案
説
明
）　　
　

　
　
　
８
日
（
質
疑
）　　
・
９
日
（
一
般
質
問
）

　
　
　
10
日
（
一
般
質
問
）・
22
日
（
採
決
・
閉
会
）

編
集
後
記

　
春
の
訪
れ
と
と
も
に
今
年
は
統
一
地
方
選
挙
が
行

わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
17
期
の
議
員
も
改
選
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
４
年
間
、『
議
会
だ
よ
り
』
を
お
読
み
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

情
報
過
多
と
言
わ
れ
る
時
代
に
『
議
会
だ
よ
り
』

の
果
た
す
役
割
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。『
広
報
ひ
の
』

が
あ
り
、
議
会
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
中
継
が
あ
り
、
議

事
録
を
ネ
ッ
ト
で
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
そ
ん
な
時
代
に
、
一
人
ひ
と
り
の
議
員
の
声
の
エ

ッ
セ
ン
ス
と
そ
れ
に
対
す
る
行
政
の
受
け
止
め
を
記

し
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
願
い
に
答
え
ら
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
、
常
に
自
己
点
検
し
な
が
ら
お
届
け
し

た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
（
加

和
幸
）

議 長

コ ラ ム

議会 
広報常任委員会
委員長　　髙橋源三郎
副委員長　山本　秀喜
委員　　　野矢　貴之
委員　　　加 　和幸
委員　　　後藤　勇樹
委員　　　谷　　成隆
委員　　　齋藤　光弘

議
長 

杉
浦 

和
人

　
今
期
は
議
会
改
革
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
改
革
に
は
行
財
政
改
革
、
働
き
方
・
仕
事
の
進
め

方
改
革
、
議
会
改
革
を
は
じ
め
様
々
あ
り
ま
す
。

　
我
々
は
改
め
て
改
革
の
一
語
を
研
鑽
す
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
常
に
議
会
内
を
牽

引
す
る
立
場
が
あ
り
な
が
ら
、
議
員
必
携
を
一
読
す

れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
法
令
や
会
議
規
則
を
会
得
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
個
人
の
良
識
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
改
革
を
進
め
て
い
る
中
で
、
日
野
町
議

会
の
資
質
が
問
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

　
各
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
進
ん
で
い
ま
す
。
日

野
町
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
・
税
務
相
談
予
約
な
ど
の
開

発
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
我
々
議
会
も

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
を
検
討
し
研
修
を
し
て
参
り
ま
し

た
が
、
一
部
か
ら
『
全
会
一
致
が
原
則
』
と
し
て
協

力
が
得
ら
れ
ず
最
終
結
果
を
出
す
に
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　
次
期
に
は
必
ず
導
入
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

議
会
改
革
を

 

振
り
返
り

請願・陳情等の手引き 議会だよりアンケートのお願い
　誰でも、町政などについて意見や要望などを
請願・陳情として町議会へ提出することができ
ます。
　詳しい手引きについては、日野町ホームペー
ジまたはQRコードからご覧ください。

　議会だよりへのご意見をQRコードから入力い
ただけるようになりました。皆様から頂いたご
意見を反映し、わかりやすく・読まれる議会だ
よりにしていきますので、ご協力をお願いいた
します。

※ 従来通り電話やメールでもご意見を受け付け
ています。

サイト内検索請願・陳情　

次
ペ
ー
ジ
は
▼

提
出
さ
れ
た
議
案
と
結
果
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町 長 提 出 議 案 結　果 野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元

＊
杉
浦

補正 予 算 （ ４ 議 案 ）

一般会計（第７号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

農業集落排水事業特別会計（第１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

介護保険特別会計（第２号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

下水道事業会計（第１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

決 算 の 認 定 （ ９ 議 案 ）

令和３年度日野町一般会計歳入歳出決算 原案認定 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ／

令和３年度日野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和３年度日野町簡易水道特別会計歳入歳出決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和３年度日野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出
決算 原案認定 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ／

令和３年度日野町介護保険特別会計歳入歳出決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和３年度日野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和３年度日野町西山財産区会計歳入歳出決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和３年度日野町水道事業会計決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和３年度日野町下水道事業会計決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

議 員 提 出 議 案 結　果 野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元

＊
杉
浦

請願 の 審 査 （ １ 件 ）
国に対し「所得税法第56条廃止と、必要な箇所の改善
を求める意見書」提出を求める請願書
▽請願団体：滋賀県商工団体連合会婦人部協議会
　　　　　　　会長　大西理恵氏、　深井重代氏
▽紹介議員：加 和幸議員、齋藤光弘議員

継続審査

委員会の結果である「継続審査」とすることに対して

〇 × 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 × ／
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提 出 さ れ た 議 案 と 結 果

＊
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
み
「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

〇賛成　×反対

第７回臨時会（11月４日）

第８回定例会（12月１日～23日）

町 長 提 出 議 案 結　果 野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元

＊
杉
浦

補正 予 算 （ １ 議 案 ）

一般会計（第６号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

町 長 提 出 議 案 結　果 野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元

＊
杉
浦

人 事 （ ３ 議 案 ）

日野町固定資産評価審査委員会委員の選任 原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町奥台財産区管理会財産区管理委員の選任 原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町大池小池財産区管理会財産区管理委員の選任 原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

条例制定・ 一 部 改 正 （ 1 2 議 案 ）

日野町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町個人情報の保護に関する法律施行条例 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係
条例の整備に関する条例（一部改正） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町の議会議員および長の選挙における選挙運動の
公費負担に関する条例（一部改正） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用お
よび特定個人情報の提供に関する条例（一部改正）

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町情報公開・個人情報保護審査会条例（一部改正） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町職員定数条例（一部改正） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

特別職の職員の給与等に関する条例（一部改正） 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ／

日野町職員の給与に関する条例および日野町会計年度
任用職員の給与および費用弁償に関する条例（一部改正） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町水道事業の設置等に関する条例（一部改正） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町下水道事業の設置等に関する条例（一部改正） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町公共下水道事業受益者負担に関する条例（一部改正） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

次
ペ
ー
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は
▼
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議員公務の一部を
　　　紹介するにゃん
議員公務の一部を
　　　紹介するにゃん

滋賀県町村議会議長会主催で
県内町議会が連携して

議員研修がおこなわれたにゃん 研修

よりよい広報誌を
つくることも大切な
広報公聴活動だにゃん。
議会広報の研修会に
参加したにゃん。

目的：自己研鑽、調査研究、事例収集、交流
対象議員：県内町議会議員全員
研修内容
・10年後の彼と地域を見つめた就労支援
　　　　　　　　　　　～未来への下ごしらえ～
・地域公共交通の活性化に向けた取組について

目的：自己研鑽、調査研究、事例収集、交流
対象議員：県内町議会の広報委員
研修内容：議会だよりのクリニック

地域の課題解決のため、霞が関の担当省庁へ
直接要望活動へ出向くことも重要な役割にゃん。
今回は蒲生郡町村議会議長会としての活動にゃん。

目的：要望、調査研究、事例収集、交流
対象議員：議長、副議長（日野町、竜王町）
要望内容
・道路整備に係る交付金・補助金の大幅な配分について
・近江鉄道の活性化再生への取組支援について
・電力料金の高騰に伴う土地改良区等への支援について
・水道管路耐震化事業に係る交付金の交付率改定について
・子育て施設整備に対する補助金の創設について　ほか

要望

広報

蒲生氏郷公顕彰会公認キャラクター
がもにゃん

tekitoの野村氏による就労支援についての講演

滋賀県内町議会広報誌研修の様子

斉藤鉄男国土交通大臣に要望書を手渡す様子


